
(57)【要約】

【課題】釘本体およびこの釘本体に対して方向付け可能

なネジを受容するためのネジ機能部を有する髄内釘と共

に使用するための固定具を提供すること。

【解決手段】この固定具は、釘に対してネジ機能部を方

向付けるように構成されている。固定具は、釘本体と協

働する第１の部分および釘本体と協働する第２の部分を

含む。固定具はまた、ネジ機能部と協働する第３の部分

も含む。第３の部分は、第１の部分に対して複数の位置

に配置できる。固定具は、固定具の第１の部分に対して

釘本体を配置するための第１の釘本体配置機能部、およ

び固定具の第２の部分に対して釘本体を配置するための

第２の釘本体配置機能部も含む。固定具はまた、その第

３の部分に対してネジ機能部を配置するためのネジ機能

部配置機能部も含む。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 釘 本 体 、 お よ び そ の 釘 本 体 に 対 し て 方 向 付 け 可 能 な ネ ジ を 受 容 す る た め の ネ ジ 機 能 部 を
有 す る 髄 内 釘 と 共 に 使 用 す る た め の 固 定 具 で あ っ て 、 前 記 釘 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 方
向 付 け る よ う に 構 成 さ れ た 、 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 と 協 働 す る 第 １ の 部 分 と 、
　 前 記 釘 本 体 と 協 働 す る 第 ２ の 部 分 と 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 第 ３ の 部 分 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 部 分 に 対 し て 複 数 の 位 置 に
配 置 す る こ と が で き る 、 第 ３ の 部 分 と 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 １ の 部 分 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 配 置 す る た め の 第 １ の 釘 本 体 配 置 機
能 部 と 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 ２ の 部 分 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 配 置 す る た め の 第 ２ の 釘 本 体 配 置 機
能 部 と 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 ３ の 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 配 置 す る た め の ネ ジ 機 能 部 配 置
機 能 部 と 、
　 を 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 第 ３ の 部 分 は 、 前 記 第 １ の 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 の う ち 一 方 に 対 し て 選 択 可 能
に 固 定 し て 配 置 す る こ と が で き る 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 第 ３ の 部 分 は 、 前 記 第 １ の 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 の う ち 一 方 に 対 し て 回 転 可 能
に 配 置 す る こ と が で き る 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 １ の 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 の う ち 一 方 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 固
定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 ３ の 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 固 定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 位 置 を 測 定 す る た め の 計 器 、
　 を さ ら に 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 固 定 具 は 、 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 角 度 関 係 を 事 前 に 設 定 す る た め の
事 前 設 定 機 能 部 を 含 む 、 固 定 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 配 置 機 能 部 、 お よ び 前 記 ネ ジ 機 能 部 配 置 機 能 部 の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 複
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数 の 前 記 釘 お よ び 前 記 ネ ジ を そ れ ぞ れ 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 固 定 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 関 節 形 成 術 を 実 施 す る の に 用 い る た め の キ ッ ト に お い て 、
　 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 本 体 を 含 む 釘 で あ っ て 、
　 　 前 記 釘 本 体 が 、 前 記 釘 を 貫 通 し た 釘 開 口 を 画 定 す る 第 １ の 内 壁 を 有 し 、
　 　 前 記 釘 本 体 が 、 前 記 釘 本 体 の 長 さ 方 向 軸 を 画 定 し て お り 、
　 　 前 記 釘 が 、 前 記 釘 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 か つ 内 部 に 開 口 を 画 定 し て
い る ネ ジ 機 能 部 を さ ら に 含 み 、
　 　 前 記 開 口 が 、 前 記 開 口 の 長 さ 方 向 軸 を 画 定 し て お り 、
　 　 前 記 ネ ジ 機 能 部 が 、 前 記 開 口 の 前 記 長 さ 方 向 軸 の 複 数 の 位 置 が 複 数 の 異 な る 平 面 を 画
定 す る よ う に 、 前 記 釘 本 体 の 前 記 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 位 置 で 前 記 開 口 の 前 記 長
さ 方 向 軸 を 方 向 付 け る べ く 、 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 釘 と 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 前 記 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 適 合 す る こ と が で き る ネ ジ と 、
　 固 定 具 で あ っ て 、
　 　 前 記 釘 本 体 と 協 働 す る 釘 本 体 部 分 、
　 　 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 複 数 の 位 置 で 配 置 す る こ と が で き る 、 前 記 ネ ジ 機 能 部 と 協 働
す る ネ ジ 機 能 部 部 分 、
　 　 前 記 固 定 具 の 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 前 記 釘 を 配 置 す る た め の 釘 配 置 機 能 部 、 お よ び
、
　 　 前 記 固 定 具 の 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 配 置 す る た め の ネ ジ 機 能
部 配 置 機 能 部 、
　 を 含 む 、 固 定 具 と 、
　 を 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 は 、 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 選 択 可 能 に 固 定 し て 配 置 す る こ と が で
き る 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 は 、 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 回 転 可 能 に 配 置 す る こ と が で き る 、 キ
ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 固 定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 固 定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 位 置 を 測 定 す る た め の 計 器 、
　 を さ ら に 含 む 、 キ ッ ト 。
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【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 固 定 具 は 、 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 角 度 関 係 を 事 前 に 設 定 す る た め の
事 前 設 定 機 能 部 を 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 配 置 機 能 部 、 お よ び 前 記 ネ ジ 機 能 部 配 置 機 能 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 、 複
数 の 前 記 釘 お よ び 前 記 ネ ジ の そ れ ぞ れ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 キ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 整 形 外 科 の 分 野 に 関 し 、 詳 細 に は 、 整 形 外 科 的 外 傷 ま た は 整 形 外 科
関 節 部 品 に 用 い る た め に プ ロ テ ー ゼ コ ン ポ ー ネ ン ト を 骨 に 固 定 す る た め の 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 関 連 出 願 〕
以 下 の 出 願 に つ い て 、 相 互 参 照 が な さ れ る 。
１ ． 代 理 人 整 理 番 号 ： Ｄ Ｅ Ｐ ５ ５ １ ７ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ 、 名 称 ： 「 髄 内 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 、 キ
ッ ト 、 お よ び 方 法 （ INTRAMEDULLARY NAIL IMPLANT ASSEMBLY, KIT AND METHOD） 」
２ ． 代 理 人 整 理 番 号 ： Ｄ Ｅ Ｐ ５ ７ ２ ０ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ 、 名 称 ： 「 髄 内 釘 、 髄 内 釘 組 立 体 、 お よ び
方 法 （ INTRAMEDULLARY NAIL, INTRAMEDULLARY NAIL ASSEMBLY AND METHOD） 」
３ ． 代 理 人 整 理 番 号 ： Ｄ Ｅ Ｐ ５ ７ ２ １ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ 、 名 称 ： 「 固 定 具 、 髄 内 釘 キ ッ ト 、 お よ び
釘 組 立 体 を 事 前 に 設 定 す る 方 法 （ FIXTURE, INTRAMEDULLARY NAIL KIT AND METHOD OF PRE
SETTING A NAIL ASSEMBLY） 」
４ ． 代 理 人 整 理 番 号 ： Ｄ Ｅ Ｐ ５ ６ ５ ４ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ 、 名 称 ： 「 可 変 角 髄 内 釘 、 キ ッ ト 、 お よ び
方 法 （ VARIABLE ANGLE INTRAMEDULLARY NAIL, KIT AND METHOD） 」
５ ． 代 理 人 整 理 番 号 ： Ｄ Ｅ Ｐ ５ ７ ２ ２ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ 、 名 称 ： 「 可 変 角 髄 内 釘 、 組 立 体 、 お よ び
方 法 （ VARIABLE ANGLE INTRAMEDULLARY NAIL, ASSEMBLY AND METHOD） 」
本 願 と 同 時 出 願 の こ れ ら の 特 許 文 献 は 、 参 照 し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 骨 格 系 は 、 人 間 の 胴 か ら 延 び る 多 数 の 長 骨 を 含 む 。 こ の よ う な 長 骨 に は 、 大 腿 骨 、 腓 骨
、 脛 骨 、 上 腕 骨 、 橈 骨 、 お よ び 尺 骨 が 含 ま れ る 。 こ れ ら の 長 骨 は 、 特 に 、 事 故 に よ っ て 外
傷 を 受 け や す く 、 こ の よ う な 外 傷 で 骨 折 す る こ と が よ く あ り 、 重 度 な 複 雑 骨 折 を す る こ と
も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 自 動 車 事 故 が 、 長 骨 の 外 傷 の 一 般 的 な 原 因 で あ る 。 具 体 的 に は 、 正 面 衝 突 で 膝 の
周 囲 の 領 域 が 当 た る と 、 大 腿 骨 お よ び 脛 骨 が 骨 折 す る こ と が よ く あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 大 腿 骨 や 脛 骨 な ど の 長 骨 の 遠 位 端 部 ま た は 近 位 部 分 は 、 骨 折 し て 複 数 に 分 離 す る
こ と が よ く あ り 、 再 整 合 し な け れ ば な ら な い 。 通 常 は 、 ピ ン 、 プ レ ー ト 、 ネ ジ 、 釘 、 ワ イ
ヤ 、 お よ び 外 部 装 置 の 形 態 で あ る 機 械 装 置 が 、 骨 折 し た 長 骨 を 取 り 付 け る た め に 一 般 に 用
い ら れ て い る 。 ピ ン 、 プ レ ー ト 、 ワ イ ヤ 、 釘 、 お よ び ネ ジ は 通 常 、 例 え ば 、 チ タ ン 、 ス テ
ン レ ス 鋼 、 ま た は コ バ ル ト ク ロ ム な ど の 人 体 に 適 合 性 で あ る 耐 久 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 長 骨 の 骨 折 部 は 通 常 、 ３ つ の 可 能 な 技 術 の 少 な く と も １ つ に よ っ て 所 定 の 位 置 に 固 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 方 法 は 、 骨 折 し た 骨 の 部 分 の 髄 管 内 に 配 置 す る 髄 内 釘 を 用 い る こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 骨 折 し た 骨 を 修 復 す る た め の 第 ２ の 方 法 は 、 内 部 骨 プ レ ー ト を 用 い る こ と で あ る 。 こ の
内 部 骨 プ レ ー ト は 、 軟 組 織 の 下 側 の 骨 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 骨 の 骨 折 部 分 を ブ リ ッ ジ す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 骨 折 し た 骨 を 所 定 の 位 置 に 固 定 す る た め の 別 の 方 法 は 、 外 部 固 定 装 置 を 用 い る こ と で あ
る 。 こ の よ う な 外 部 固 定 装 置 は 、 少 な く と も ２ つ に 大 き く 分 類 で き る 。 １ つ の 分 類 で は 、
固 定 装 置 は 、 概 ね 線 形 で あ っ て 、 骨 の 第 １ の 骨 折 部 分 に 連 結 す る た め の 第 １ の 部 分 と 、 骨
の 第 ２ の 骨 折 部 分 に 連 結 す る た め の 第 ２ の 部 分 を 備 え て い る 。 第 １ の 一 連 の 骨 ネ ジ ま た は
ピ ン が 、 ま ず 固 定 装 置 に 連 結 さ れ 、 次 に 骨 の 第 １ の 部 分 に 連 結 さ れ る 。 次 に 、 第 ２ の 一 連
の ネ ジ ま た は ピ ン が 、 固 定 装 置 に 連 結 さ れ 、 次 に 、 骨 の 第 ２ の 骨 折 部 分 に 連 結 さ れ る 。 し
た が っ て 、 骨 の 第 １ の 部 分 の 骨 折 部 分 が 、 骨 の 第 ２ の 部 分 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 外 部 固 定 装 置 の 第 ２ の 方 法 で は 、 骨 を 固 定 す る た め に 一 連 の 離 間 し た リ ン グ を 用 い る リ
ン グ 型 固 定 装 置 が 用 い ら れ る 。 例 え ば 、 上 側 リ ン グ と 下 側 リ ン グ が ロ ッ ド に よ っ て 離 間 し
て い る 。 複 数 の ワ イ ヤ が 、 長 骨 内 に 通 さ れ 、 リ ン グ に よ っ て 長 骨 の 各 端 部 に 連 結 さ れ る 。
次 に 、 ワ イ ヤ が 、 自 転 車 の ス ポ ー ク が 張 ら れ る の と 同 じ 要 領 で 張 力 が か け ら れ 、 そ れ に よ
り 骨 の 第 １ の 骨 折 部 分 を 支 持 す る 剛 体 構 造 が 形 成 さ れ る 。 同 様 に 、 複 数 の ワ イ ヤ が 、 骨 の
第 ２ の 骨 折 部 分 内 に 通 さ れ 、 下 側 リ ン グ に よ っ て 固 定 さ れ て 張 力 を か け ら れ 、 骨 折 部 位 を
ブ リ ッ ジ す る 骨 の 第 ２ の 骨 折 部 分 が 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 大 腿 骨 の 骨 折 を 治 療 す る た め に 用 い ら れ る 様 々 な 装 置 が 存 在 す る 。 大 腿 骨 の 頚 部 、 骨 頭
、 ま た は 転 子 間 の 骨 折 は 、 様 々 な 圧 縮 ネ ジ 組 立 体 を 用 い て 適 切 に 治 療 さ れ て き た 。 圧 縮 ネ
ジ 組 立 体 は 通 常 、 バ レ ル 部 材 、 ラ グ ネ ジ 、 お よ び 圧 縮 ネ ジ を 有 す る 圧 縮 プ レ ー ト を 含 む 。
こ の よ う な 圧 縮 プ レ ー ト は 、 大 腿 骨 の 外 側 に 固 定 さ れ 、 バ レ ル 部 材 は 、 大 腿 骨 骨 頭 の 方 向
に 予 め 穿 孔 さ れ た 孔 の 中 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ネ ジ 付 き 端 部 お よ び 平 滑 部 分 を 有 す る ラ グ ネ ジ が 、 損 傷 部 に 亘 っ て 大 腿 骨 骨 頭 内 に 延 び
る よ う に バ レ ル 部 材 内 に 挿 入 さ れ る 。 ネ ジ 部 分 が 、 大 腿 骨 骨 頭 に 係 合 す る 。 圧 縮 ネ ジ が 、
ラ グ ネ ジ を プ レ ー ト に 連 結 す る 。 圧 縮 ネ ジ の 張 り 具 合 を 調 節 し て 、 骨 折 の 圧 縮 （ 整 復 （ re
duction） ） を 調 節 す る こ と が で き る 。 ラ グ ネ ジ の 平 滑 部 分 は 、 圧 縮 ネ ジ を 調 節 で き る よ
う バ レ ル 部 材 内 を 自 由 に ス ラ イ ド で き な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 転 子 下 の 、 お よ び 大 腿 骨 骨 幹 の 骨 折 は 、 大 腿 骨 の 髄 管 内 に 挿 入 さ れ て 骨 折 し た 大 腿 骨 の
骨 折 部 分 を 固 定 す る 髄 内 ロ ッ ド を 用 い て 治 療 さ れ て き た 。 １ つ の 傾 斜 交 差 釘 ま た は 止 め ネ
ジ が 、 大 腿 骨 を 通 っ て 髄 内 ロ ッ ド の 近 位 端 部 に 挿 入 さ れ る 。 一 部 の 変 更 形 態 で は 、 １ つ ま
た は ２ つ の ネ ジ を 、 大 腿 骨 骨 幹 を 通 し て 髄 内 ロ ッ ド の 遠 位 端 部 内 に 挿 入 す る こ と も で き る
。 標 準 的 な 髄 内 ロ ッ ド は 、 大 腿 骨 骨 幹 の 下 部 の 骨 折 の 治 療 に 適 切 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 大 腿 骨 頚 部 の 骨 折 の 修 復 に 用 い ら れ る 転 子 釘 は 、 例 え ば ラ グ ネ ジ の 形 態 の ネ ジ を 利 用 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 小 転 子 、 大 転 子 、 お よ び 大 腿 骨 頚 部 な ど の 周 り の 近 位 大 腿 骨 骨 折 は 、 様 々 な 圧
縮 ネ ジ 組 立 体 お よ び 髄 内 ロ ッ ド を 用 い て 適 切 に 治 療 さ れ て き た 。 髄 内 ロ ッ ド が 、 大 腿 骨 の
狭 い 管 内 に 挿 入 さ れ 、 骨 折 し た 大 腿 骨 部 分 が 固 定 さ れ る 。 一 般 に 、 １ つ の ネ ジ が 、 大 腿 骨
お よ び 髄 内 ロ ッ ド の 近 位 端 部 を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 別 法 で は 、 第 ２ の ネ ジ が 、 大 腿 骨 を 通
し て 髄 内 ロ ッ ド の 近 位 端 部 内 に 挿 入 さ れ 、 例 え ば 、 大 腿 骨 の 頚 部 お よ び 骨 頭 の 回 転 が 防 止
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 髄 内 ロ ッ ド ま た は 釘 が 、 大 腿 骨 の 骨 幹 ま た は 頚 部 の 骨 折 の 修 復 に よ く 用 い ら れ る 。 大 腿
骨 の 髄 内 管 と 頚 部 の 中 心 線 が 、 こ れ ら の 間 に 所 与 の 角 度 を 成 し て い る 。 大 腿 骨 と 大 腿 骨 頚
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部 と の 間 の 角 度 は 、 患 者 に よ っ て 様 々 で あ る 。 患 者 の 大 腿 骨 に お け る 骨 幹 に 対 す る 頚 部 の
角 度 の 差 異 に 対 応 す る 試 み が な さ れ て き た 。 例 え ば 、 大 腿 骨 頚 部 の 異 な る 角 度 が 得 ら れ る
髄 内 釘 が 提 供 さ れ た 。 例 え ば 、 １ ２ ５ 度 、 １ ３ ０ 度 、 お よ び １ ３ ５ 度 の 大 腿 骨 頚 部 の 角 度
が 提 案 さ れ て い る 。 外 科 医 が こ の 角 度 を 提 案 さ れ た 角 度 か ら 変 更 し た い 場 合 は 、 こ の 髄 内
釘 を 利 用 で き な い た め 、 こ の 解 決 策 は 最 善 の 方 法 で は な い 。 ま た 、 こ の 解 決 策 で は 、 そ れ
ぞ れ が 固 有 の 大 腿 骨 頚 部 の 角 度 を 有 す る ３ つ の 異 な る 髄 内 釘 の 在 庫 が 必 要 と な る 。 さ ら に
、 大 腿 骨 頚 部 は 、 プ ロ テ ー ゼ の 大 腿 骨 頚 部 の 角 度 に 一 致 す る 骨 折 パ タ ー ン の 骨 折 が 起 こ る
こ と も あ る 。 患 者 が こ の よ う な 骨 折 を し た 場 合 、 頚 部 を 適 切 に 修 復 す る こ と が で き る よ う
に 、 骨 折 パ タ ー ン の 角 度 と は 異 な る 角 度 と な る 大 腿 骨 頚 部 の 角 度 を 提 供 す る の が 望 ま し い
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 整 形 外 科 用 締 結 具 に よ っ て 、 上 記 問 題 の い く ら か を 軽 減 す る こ と に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 に 従 っ て 、 髄 内 釘 を 提 供 す る 。 こ の 髄 内 釘 は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 に ほ ぼ 沿 っ て 位 置
す る 回 転 可 能 な 球 を 備 え て い る 。 こ の 球 は 、 対 向 す る 凹 面 ク レ ー ド ル に 支 持 さ れ て 、 そ の
中 心 を 軸 に 旋 回 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の ク レ ー ド ル は 、 こ の 球 を 支 持 す る が 、 球 に 固
定 さ れ な い た め 、 球 が 旋 回 す る こ と が で き る 。 こ の 球 は 、 所 望 の 角 度 に 配 置 す る こ と が で
き 、 例 え ば 、 釘 の 中 心 を 通 る 固 定 装 置 で 所 定 の 位 置 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 大 腿 骨 釘 、 脛 骨 釘 、 ま た は 長 骨 の 管 内 に 適 合 し う る 任 意 の 釘 な ど の
髄 内 釘 の 形 態 に す る こ と が で き る 。 こ の 釘 は 、 そ の 本 体 に 旋 回 す る ボ ー ル す な わ ち 球 を 含
む 。 こ の 旋 回 す る 球 す な わ ち ボ ー ル に よ り 、 ネ ジ を 様 々 な 角 度 で 釘 内 に 配 置 す る こ と が で
き る 。 こ の ネ ジ は 、 例 え ば 、 釘 の 中 心 軸 に 垂 直 、 ま た は 限 定 す る も の で は な い が 垂 直 方 向
か ら ４ ５ 度 ま で の 角 度 に 配 置 す る こ と が で き る 。 ネ ジ は ま た 、 中 心 軸 に 交 差 す る 様 々 な 平
面 に 配 置 す る こ と も で き る 。 こ の 球 を 、 固 定 装 置 で 固 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 固 定
装 置 は 、 釘 の 雌 ネ ジ と 螺 合 し て バ レ ル を 選 択 さ れ た 最 適 な 角 度 で 固 定 す る 雄 ネ ジ を 備 え た
固 定 プ ラ グ の 形 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内 に 用 い る た め の 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る 。
こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 を 含 む 。 こ の 釘 は 、 内 部 を
通 る 孔 を 画 定 し て い る 。 こ の 釘 は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 も 画 定 し て い る 。 こ の 組 立 体 は 、 ブ シ
ュ （ bushing） お よ び ネ ジ も 含 む 。 こ の ブ シ ュ は 、 少 な く と も 部 分 的 に 開 口 内 に 配 置 す る
こ と が で き 、 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 方 向 （ angular orientations） で ネ ジ を
受 容 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異 な る 平 面 （ non-co
incident planes） を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 に 用 い る た め の 髄 内 釘 キ ッ ト を 提 供 す る 。
こ の キ ッ ト は 、 髄 管 内 に 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 を 含 む 。 こ の 釘 は 、 第 １ の 内 壁 を 有 す
る 。 こ の 第 １ の 内 壁 は 、 こ の 内 壁 を 通 る 釘 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 釘 は 、 そ の 長 さ 方 向
軸 も 画 定 し て い る 。 こ の キ ッ ト は ま た 、 釘 の 開 口 お よ び ブ シ ュ と 協 働 す る ネ ジ も 含 む 。 こ
の ブ シ ュ は 、 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 適 合 す る こ と が で き 、 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て
複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異
な る 平 面 を 画 定 す る 。 キ ッ ト は ま た 、 釘 に 対 し て ネ ジ お よ び ブ シ ュ の 少 な く と も １ つ を 位
置 決 め す る た め の 装 置 も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 長 骨 に 対 し て 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 方 法 を
提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、 髄 内 釘 を 用 意 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の 釘 は 、 こ の 釘 を 貫 通 し た
開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 開 口 は 、 そ の 中 心 線 を 有 す る 。 こ の 開 口 の 中 心 線 は 、 複 数 の 異
な る 平 面 で 調 節 可 能 で あ る 。 こ の 方 法 は ま た 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 釘 を 配 置 す る
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ス テ ッ プ と 、 長 骨 に 取 り 付 け る た め の ネ ジ を 用 意 す る ス テ ッ プ も 含 む 。 こ の 方 法 は ま た 、
釘 に ネ ジ を 取 り 付 け る ス テ ッ プ と 、 釘 に 対 し て 開 口 の 中 心 線 を 移 動 さ せ て 釘 の 長 さ 方 向 軸
と 開 口 の 長 さ 方 向 軸 と の 間 に 所 与 の 角 度 を な す ス テ ッ プ も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内 に 用 い る た め の 髄 内 釘 組 立 体 を 提
供 す る 。 こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 本 体 を 含 む 。 こ の 本
体 は 、 そ の 本 体 を 貫 通 し た 本 体 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 本 体 は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 お よ び
方 向 付 け 機 能 部 （ orientation feature） を さ ら に 画 定 し て い る 。 こ の 方 向 付 け 機 能 部 は
、 本 体 に 連 結 さ れ て い る 。 方 向 付 け 機 能 部 は 、 ブ シ ュ が 本 体 に 対 し て 移 動 可 能 に 配 置 さ れ
る こ と が で き 、 ブ シ ュ が 本 体 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ を 受 容 で き る よ
う に 、 ブ シ ュ を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異 な る 平 面
を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内 で ネ ジ と 共 に 用 い る た め の 髄 内 釘
組 立 体 を 提 供 す る 。 こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 を 含 む
。 こ の 釘 は 、 第 １ の 内 壁 を 有 す る 。 こ の 第 １ の 内 壁 は 、 こ の 内 壁 を 通 る 釘 開 口 を 画 定 し て
い る 。 こ の 釘 は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 、 お よ び 釘 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 回 転 可 能 に 配 置
さ れ る ブ シ ュ を さ ら に 画 定 し て い る 。 こ の ブ シ ュ は 、 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度
方 向 で ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 複 数 の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画
定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 長 骨 に 対 し て 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 方 法 を 提 供 す
る 。 こ の 方 法 は 、 長 骨 に 取 り 付 け る た め の ネ ジ を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、 髄 内 釘 を 用 意 す る
ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の 釘 は 、 そ の 釘 を 貫 通 し た 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 開 口 は 、 ネ ジ の
外 形 に ほ ぼ 一 致 し て い る 。 釘 に 対 す る 開 口 の 中 心 線 の 向 き は 、 固 定 可 能 に 変 更 す る こ と が
で き る 。 こ の 釘 は 、 変 更 可 能 な 中 心 線 の 向 き の う ち 予 め 選 択 さ れ た １ つ に 固 定 さ れ る 中 心
線 を 備 え る 。 変 更 可 能 な 中 心 線 は 、 複 数 の 一 致 し な い 平 面 （ non-concurrent planes） を
画 定 す る 。 こ の 方 法 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 釘 を 植 え 込 む ス テ ッ プ と 、 開 口 を 通
し て 長 骨 内 に ネ ジ を 取 り 付 け る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 髄 内 釘 と 共 に 用 い る た め の 固 定 具 を 提 供 す る 。 こ の 髄
内 釘 は 、 釘 本 体 、 お よ び こ の 釘 本 体 に 対 し て 方 向 付 け 可 能 な ネ ジ を 受 容 す る た め の ネ ジ 機
能 部 を 有 す る 。 こ の 固 定 具 は 、 釘 に 対 し て ネ ジ 機 能 部 を 方 向 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 固 定 具 は 、 釘 本 体 と 協 働 す る 第 １ の 部 分 、 お よ び 釘 本 体 と 協 働 す る 第 ２ の 部 分 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 固 定 具 は ま た 、 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 第 ３ の 部 分 も 含 む 。 こ の 第 ３ の 部 分 は 、 第 １ の 部
分 に 対 し て 複 数 の 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る 。 固 定 具 は ま た 、 そ の 第 １ の 部 分 に 対 し て
釘 本 体 を 配 置 す る た め の 第 １ の 釘 本 体 配 置 機 能 部 も 含 む 。 固 定 具 は ま た 、 そ の 第 ２ の 部 分
に 対 し て 釘 本 体 を 配 置 す る た め の 第 ２ の 釘 本 体 配 置 機 能 部 も 含 む 。 固 定 具 は 、 そ の 第 ３ の
部 分 に 対 し て ネ ジ 機 能 部 を 配 置 す る た め の ネ ジ 機 能 部 配 置 機 能 部 も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 関 節 形 成 術 の 実 施 に 用 い る た め の キ ッ ト を 提 供
す る 。 こ の キ ッ ト は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 本 体 を 含 む 釘 を 含 む
。 こ の 釘 本 体 は 、 こ の 釘 を 通 る 釘 開 口 を 画 定 す る 第 １ の 内 壁 を 有 す る 。 こ の 釘 本 体 は 、 こ
の 釘 本 体 の 長 さ 方 向 軸 も 画 定 し て い る 。 こ の 釘 は 、 釘 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ
れ 、 か つ ネ ジ 機 能 部 の 開 口 を 画 定 し て い る ネ ジ 機 能 部 を さ ら に 含 む 。 こ の 開 口 は 、 そ の 長
さ 方 向 軸 を 画 定 し て い る 。 こ の ネ ジ 機 能 部 は 、 開 口 の 長 さ 方 向 軸 の 複 数 の 位 置 が 複 数 の 異
な る 平 面 を 画 定 す る よ う に 、 釘 本 体 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 位 置 に 開 口 の 長 さ 方
向 軸 を 方 向 付 け る べ く 、 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 キ ッ ト は ま た 、 ネ ジ 機 能 部 の 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 適 合 す る ネ ジ 、 お よ び 固 定 具
も 含 む 。 こ の 固 定 具 は 、 釘 本 体 と 協 働 す る 釘 本 体 部 分 、 お よ び ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る ネ ジ
機 能 部 部 分 を 含 む 。 ネ ジ 機 能 部 部 分 は 、 釘 本 体 部 分 に 対 し て 複 数 の 位 置 に 配 置 す る こ と が
で き る 。 固 定 具 は ま た 、 固 定 具 の 釘 本 体 部 分 に 対 し て 釘 を 配 置 す る た め の 釘 配 置 機 能 部 、
お よ び 固 定 具 の ネ ジ 機 能 部 部 分 に 対 し て ネ ジ 機 能 部 を 配 置 す る た め の ネ ジ 機 能 部 配 置 機 能
部 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 患 者 の 長 骨 に 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 方 法 を 提 供 す
る 。 こ の 方 法 は 、 釘 本 体 お よ び ネ ジ 機 能 部 を 含 む 髄 内 釘 組 立 体 を 用 意 す る ス テ ッ プ を 含 む
。 ネ ジ 機 能 部 は 、 釘 本 体 に 対 し て 複 数 の 向 き に 配 置 で き る 開 口 中 心 線 を 画 定 し て い る 開 口
を 画 定 し て い る 。 開 口 中 心 線 の 複 数 の 向 き が 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 方 法 は 、 長 骨 を 露 出 す る た め に 患 者 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 の 長 骨 の
う ち の １ つ の 形 状 に 関 連 し た 患 者 固 有 の デ ー タ を 得 る ス テ ッ プ も 含 む 。 こ の 方 法 は 、 患 者
固 有 の デ ー タ に 基 づ い て 釘 本 体 に 対 す る ネ ジ 機 能 部 の 適 切 な 角 度 関 係 を 決 定 す る ス テ ッ プ
と 、 釘 本 体 に 対 し て ネ ジ 機 能 部 の 角 度 位 置 を 設 定 す る た め の 固 定 具 を 用 意 す る ス テ ッ プ も
含 む 。 こ の 方 法 は ま た 、 固 定 具 と 適 切 な 角 度 関 係 で 釘 本 体 に 対 し て ネ ジ 機 能 部 の 角 度 位 置
を 設 定 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 に 釘 組 立 体 を 植 え 込 む ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 髄 内 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 様 々 な 角 度 で ネ ジ を 配 置 で き
る こ と が 含 ま れ る 。 様 々 な 角 度 で ネ ジ を 配 置 で き る た め 、 例 え ば 大 腿 骨 の 、 頚 部 と 骨 幹 と
の 間 の 角 度 （ neck shaft angle） に お け る 、 患 者 ご と の 差 異 に 対 処 す る こ と が で き 、 あ る
い は ネ ジ で つ な ぐ 骨 折 部 に 対 し て 適 切 な 角 度 位 置 に ネ ジ を 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 の 一 態 様 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内 で ネ ジ と 共 に 使 用 す る た め の 髄 内 釘 を
提 供 す る 。 こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 配 置 す る た め の 釘 を 含 む 。 こ の 釘 は 、 こ の 釘 を 貫 通 し
た 開 口 を 含 む 。 こ の 釘 は 、 長 さ 方 向 軸 を さ ら に 画 定 し て い る 。 こ の 釘 組 立 体 は 、 開 口 内 に
ブ シ ュ 位 置 を さ ら に 備 え 、 複 数 の 角 度 位 置 で ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ り 、 釘 に 対 し て 様 々 な 角 度 で ネ ジ を 配 置 す る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 本 発 明 に よ り 、 釘 に 対 し て 様 々 な 角 度 で ネ ジ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 様 々
な 角 度 に よ り 、 解 剖 学 的 構 造 に お け る 差 異 、 お よ び 特 に 頚 部 の 骨 折 部 な ど の 骨 折 部 の 位 置
に お け る 差 異 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 様 々 な 角 度 の い ず れ か 一 つ に 旋 回 バ レ ル を 固 定 し て 、 そ れ
に よ り 、 ネ ジ 、 特 に 大 腿 骨 髄 内 釘 の 大 腿 骨 頚 部 の ネ ジ を 所 定 の 固 定 角 度 に で き る こ と が さ
ら に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 態 様 に 従 っ て 、 髄 管 で 釘 と 共 に 使 用 す る た め の 髄 内 釘 を 提 供 す る
。 こ の 釘 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 開 口 を 含 む 。 ブ シ ュ が 、 こ の 開 口 内
に 配 置 さ れ る 。 こ の ブ シ ュ は 、 複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
固 定 装 置 が 、 所 与 の 固 定 角 度 で ブ シ ュ を 固 定 可 能 に 配 置 す る た め に 釘 に 結 合 さ れ て い る 。
し た が っ て 、 本 発 明 に よ り 、 所 定 の 選 択 さ れ た 角 度 で 旋 回 球 状 ブ シ ュ を 固 定 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 髄 内 釘 に 対 し て 特 定 の 角 度 で ネ ジ を 備 え た 髄 内 釘 組 立 体 を
提 供 す る こ と で 、 人 体 の 解 剖 学 的 構 造 の 差 異 お よ び 骨 折 位 置 の 差 異 に 対 応 で き る こ と が さ
ら に 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 髄 管 内 で ネ ジ と 共 に 使 用 す る
た め の 髄 内 釘 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 釘 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 貫 通 し た 開 口 を 画 定 す る 釘 を 含 む 。 釘 組 立 体
は ま た 、 開 口 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 で ネ ジ を 受 容 す る よ
う に 構 成 さ れ た ブ シ ュ を 含 む 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 髄 内 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 特 定
の 角 度 で ネ ジ を 設 け る こ と で 、 人 体 の 解 剖 学 的 構 造 お よ び 骨 折 位 置 に お け る 差 異 に 対 応 で
き る ネ ジ を 有 す る 髄 内 釘 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 病 院 ま た は 製 造 施 設 に お け る 髄 内 釘 の 在 庫 を 減 ら す こ と が
で き る こ と が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 開 口 を 画 定 し て い る
釘 、 お よ び こ の 釘 内 に 適 合 し 、 か つ 複 数 の 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ブ シ ュ を 含
む 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る 。 こ の 釘 組 立 体 は 、 こ の 髄 内 釘 組 立 体 が 釘 に 対 し て 複 数 の 角 度
関 係 が 得 ら れ る よ う に ブ シ ュ 内 に 配 置 で き る ネ ジ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 様 々 な 角 度 位 置 に 配 置 で き る ネ ジ を 備 え た 髄 内 釘 を 提 供 す る 。
様 々 な 角 度 位 置 に 配 置 で き る ネ ジ を 備 え た 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る こ と に よ り 、 個 々 の 特
定 の 角 度 位 置 ま た は あ る 範 囲 の 角 度 位 置 に 対 し て 個 々 の 釘 組 立 体 を 用 意 す る 必 要 が な く な
り 、 こ れ に よ り 、 在 庫 を 減 ら す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ り 、 釘 組 立 体 の 在
庫 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 大 腿 骨 の 頚 部 に 理 想 的 な 角 度 位 置 で 配 置 で き る ネ ジ を 備 え
た 大 腿 骨 髄 内 釘 を 提 供 す る こ と が で き る こ と が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 態 様 に 従
っ て 、 開 口 を 含 む 釘 、 お よ び こ の 釘 に 対 し て 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 か つ 釘 内 に は め 込 ま れ
た ブ シ ュ を 含 む 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る 。 こ の 釘 組 立 体 は 、 ブ シ ュ の 開 口 内 に 適 合 す る ネ
ジ も 含 む 。 こ の ネ ジ は 、 患 者 の 体 内 の 所 望 の 位 置 に 釘 を 配 置 す る べ く 、 こ の 釘 に 対 し て 回
転 可 能 に 配 置 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 ネ ジ を 大 腿 骨 頚 部 の 最 適 な 位 置
に 配 置 で き る 髄 内 釘 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 大 転 子 と 小 転 子 と の 間 に 理 想 的 な 角 度 で 配 置 で き る ネ ジ を
備 え た 髄 内 釘 を 提 供 す る こ と が で き る こ と も 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施
形 態 に 従 っ て 、 開 口 を 有 す る 釘 、 お よ び そ の 開 口 内 に 適 合 可 能 に 、 か つ 回 転 可 能 に 配 置 さ
れ る ブ シ ュ を 含 む 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る 。 こ の ブ シ ュ は 、 大 転 子 か ら 小 転 子 に 延 在 す る
よ う に 所 与 の 角 度 で 配 置 さ れ る ネ ジ を 受 容 す る た め の 開 口 を 含 む 。 し た が っ て 、 本 発 明 は
、 大 転 子 お よ び 小 転 子 に 対 し て 理 想 の 角 度 位 置 で 配 置 で き る ネ ジ と 協 働 す る 髄 内 釘 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 大 腿 骨 の 頚 部 に お け る 骨 折 と 大 転 子 お よ び 小 転 子 に 関 連 し
た 骨 折 に 同 じ 釘 で 対 応 で き る こ と も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 開 口 を 有 す る 釘 を 含 む 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供
す る 。 こ の 釘 の 開 口 は 、 釘 内 に 回 転 可 能 に 配 置 で き る ブ シ ュ を 受 容 す る 。 こ の ブ シ ュ は 、
ネ ジ が 大 腿 骨 の 頚 部 と 整 列 し た 第 １ の 位 置 か ら 、 ネ ジ が 大 転 子 お よ び 小 転 子 に 対 し て 配 置
さ れ た 第 ２ の 位 置 ま で 回 転 可 能 に 配 置 で き る ネ ジ を 受 容 す る 開 口 を 含 む 。 し た が っ て 、 本
発 明 は 、 大 転 子 お よ び 小 転 子 の 両 方 の 骨 折 と 大 腿 骨 頚 部 の 骨 折 に 用 い る こ と が で き る 髄 内
釘 組 立 体 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 患 者 の 特 別 な 要 求 に 対 し て 予 め 設 定 す る こ と が で き る 髄 内
釘 を 提 供 で き る こ と も 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 髄 内 釘 キ ッ
ト を 提 供 す る 。 こ の キ ッ ト は 、 ブ シ ュ を 受 容 す る た め の 開 口 を 有 す る 釘 、 お よ び そ の 開 口
内 に 回 転 可 能 に 適 合 す る ブ シ ュ を 含 む 。 こ の ブ シ ュ は 、 ネ ジ を 受 容 す る た め の 開 口 を 含 む
。 釘 組 立 体 は 、 特 定 の 角 度 関 係 で 釘 に 対 し て ブ シ ュ を 固 定 す る た め の 固 定 機 構 も 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 こ の キ ッ ト は 、 釘 に 対 し て ブ シ ュ の 位 置 を 事 前 に 設 定 す な わ ち 整 合 さ せ て 、 固 定 機 構 で
所 定 の 位 置 に ロ ッ ク さ れ る 釘 に 対 し て ブ シ ュ の 整 合 位 置 を 実 現 す る 整 合 装 置 も 含 む 。 し た
が っ て 、 本 発 明 は 、 所 定 の 位 置 に 事 前 に 設 定 す る こ と が で き る 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 ２ つ の 別 々 の 平 面 の 一 方 に 同 時 に ２ つ の 別 個 の ネ ジ を 配 置
で き る こ と も 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 態 様 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内 で 用 い る た め
の 髄 内 釘 を 提 供 す る 。 こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 を 含
む 。 こ の 釘 は 、 そ の 釘 を 貫 通 し た 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 釘 は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 も 画 定
し て い る 。 こ の 組 立 体 は ま た 、 ２ つ の ブ シ ュ お よ び ２ つ の ネ ジ も 含 む 。 各 ブ シ ュ は 、 開 口
内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ の １ つ
を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 複 数 の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画 定 す る 。 し
た が っ て 、 本 発 明 に よ り 、 ２ つ の 別 個 の ネ ジ を 、 同 時 に ２ つ の 別 々 の 平 面 に お け る ２ つ の
開 口 の そ れ ぞ れ に 一 つ ず つ 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 骨 折 部 を さ ら に 安 定 化 さ せ る た め に 複 数 の ネ ジ を 対 向 し た
平 面 に 固 定 で き る こ と も 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄
管 内 に 用 い る た め の 髄 内 釘 を 提 供 す る 。 釘 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す
る た め の 釘 を 含 む 。 こ の 釘 は 、 そ の 釘 を 貫 通 し た 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 釘 は 、 そ の 長
さ 方 向 軸 も 画 定 し て い る 。 釘 組 立 体 は 、 ブ シ ュ お よ び ネ ジ も 含 む 。 こ の ブ シ ュ は 、 開 口 内
に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 か つ 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ を 受
容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 複 数 の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 大 腿 骨 頚 部 の 同 じ 平 面 に ２ つ の ネ ジ を 配 置 で き る こ と も 含
ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内 で 用 い る た め の 髄 内 釘
組 立 体 を 提 供 す る 。 こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 を 含 む
。 こ の 釘 は 、 そ の 釘 を 貫 通 し た 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 釘 は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 も 画 定 し
て い る 。 こ の 組 立 体 は 、 ブ シ ュ お よ び ネ ジ も 含 む 。 こ の ブ シ ュ は 、 開 口 内 に 少 な く と も 部
分 的 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 釘 組 立 体 は 、 ネ ジ の 少 な く と も 一 部 を 受 容
す る た め の 、 第 ２ の ブ シ ュ 開 口 を 画 定 し て い る 第 ２ の ブ シ ュ も 含 む 。 第 ２ の ブ シ ュ は 、 第
２ の ブ シ ュ 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 か つ 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角
度 方 向 で 第 ２ の ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 大 腿 骨 頚
部 の 同 じ 平 面 に ２ つ の ネ ジ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 な 利 点 に は 、 不 安 定 な 大 腿 骨 骨 折 部 を 治 療 す る た め に 複 数 の 平 面 に ネ ジ
を 配 置 で き る こ と も 含 ま れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に 従 っ て 、 長 骨 の 髄 管 内
で 用 い る た め の 髄 内 釘 組 立 体 を 提 供 す る 。 こ の 組 立 体 は 、 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配
置 す る た め の 釘 を 含 む 。 こ の 釘 は 、 開 口 を 画 定 し 、 長 さ 方 向 軸 を さ ら に 画 定 し て い る 。 こ
の 釘 組 立 体 は 、 ブ シ ュ お よ び ネ ジ を 含 む 。 こ の ブ シ ュ は 、 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配
置 さ れ 、 か つ 釘 の 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。 複 数 の 角 度 方 向 は 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画 定 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 不 安 定
な 大 腿 骨 骨 折 部 を 治 療 す る た め に ネ ジ を 複 数 の 平 面 に 配 置 で き る 釘 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 技 術 的 な 利 点 は 、 添 付 の 図 面 、 以 下 の 説 明 、 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 当
業 者 に は 容 易 に 明 ら か と な ろ う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 各 図 面 に お い て 、 一 致 す る 参 照 符 号 は 一 致 す る 構 成 要 素 を 表 し 、 同 様 の 参 照 符 号 は 同 様
の 構 成 要 素 を 表 す 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 の 実 施 形 態 お よ び 利 点 は 、 同 様 の 参 照 符 号 が 同 様 の 構 成 要 素 お よ び 一 致 す る 構 成
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要 素 に 用 い ら れ て い る 添 付 の 図 面 お よ び 以 下 の 説 明 を 参 照 す る こ と に よ り 最 も よ く 理 解 で
き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 に 基 づ い て 、 こ こ で 図 １ を 参 照 す る と 、 長 骨 ４ の 髄 管 ２ 内 で 用 い る た め の 髄 内 釘
組 立 体 １ ０ が 示 さ れ て い る 。 長 骨 ４ は 、 例 え ば 、 大 腿 骨 、 脛 骨 、 ま た は 上 腕 骨 な ど の 体 の
任 意 の 長 骨 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に 基 づ い て 、 図 １ を 参 照 す る と 、 長 骨 ４ の 髄 管 ２ 内 で ネ ジ １ ２ と 共 に 使 用 す る た
め の 、 髄 内 釘 組 立 体 １ ０ が 示 さ れ て い る 。 髄 内 釘 組 立 体 １ ０ は 、 釘 １ ４ を 含 む 。 釘 １ ４ は
、 髄 管 ２ 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 釘 １ ４ は 、 そ の 釘 １
４ を 貫 通 し た 開 口 １ ６ を 画 定 し て い る 。 釘 １ ４ は 、 そ の 長 さ 方 向 軸 １ ８ を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 髄 内 釘 組 立 体 １ ０ は 、 ブ シ ュ ２ ０ も 含 む 。 こ の ブ シ ュ ２ ０ は 、 釘 １ ４ の 開 口 １ ６ 内 に 少
な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ て い る 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 釘 １ ４ の 長 さ 方 向 軸 １ ８ に 対 し て 複 数
の 角 度 位 置 で ネ ジ １ ２ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ブ シ ュ ２ ０ は 、 様 々 な 方 式 ま た は 実 施 態 様 に お い て 複 数 の 角 度 方 向 で ネ ジ １ ２ を 受 容 す
る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 釘 組 立 体 １ ０ は 、 ブ シ ュ ２ ０ を 釘 １ ４ の 開 口 １
６ 内 で 移 動 可 能 に 配 置 で き る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ブ シ ュ ２ ０ は 、 任 意 の 様 々 な 適 当 な 構 成 で 釘 １ ４ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 す る こ と が で き る
。 例 え ば 、 ブ シ ュ ２ ０ は 、 そ の 外 面 ２ ２ の 周 り を 回 転 す る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、
任 意 の 形 状 を 有 す る こ と が で き 、 例 え ば 球 形 に す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ブ シ ュ ２ ０ の
回 転 中 心 線 ２ ６ は 、 第 １ の 位 置 に と ど ま る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０ の 中 心 線 ２ ６ の 固 定
位 置 は 、 釘 １ ４ に 形 成 さ れ た 凹 状 ク レ ー ド ル １ ９ に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０
は 、 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４ を 受 容 す る た め の 横 ブ シ ュ 開 口 （ transverse bushing openi
ng） ３ ２ も 含 む 。 横 ブ シ ュ 開 口 ３ ２ は 、 ブ シ ュ ２ ０ が 球 形 の 場 合 、 任 意 の 向 き に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 横 開 口 ３ ２ は 、 釘 １ ４ の 長 さ 方 向 軸 １ ８ と 角 度 α を な す 横 開 口 中 心 線 ３ ６ を 画 定 し て い
る 。 こ の 角 度 α は 、 ブ シ ュ ２ ０ を 矢 印 ３ ８ の 方 向 に 回 転 さ せ て 、 最 適 な 角 度 α が 得 ら れ る
よ う に 変 更 す な わ ち 調 節 す る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０ と 釘 １ ４ と の 間 の 隙 間 は 、 一 旦 決
定 さ れ た 角 度 α を 維 持 す る た め に 最 小 限 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ こ で 図 １ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 大 腿 骨 ４ 内 に 取 り 付 け ら れ た 釘 組 立 体 １ ０ の 平 面 図 が 示
さ れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 ブ シ ュ ２ ０ が 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 釘 １ ４ を 含 む
。 ネ ジ １ ２ が 、 ブ シ ュ ２ ０ の 横 ブ シ ュ 開 口 ３ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る 。 ネ ジ １ ２ は
、 ネ ジ 中 心 線 ３ ６ を 画 定 し て い る 。 ブ シ ュ ２ ０ の 形 状 が 球 形 で あ る た め 、 ネ ジ 中 心 線 ３ ６
は 、 こ の 中 心 線 ３ ６ か ら 各 方 向 に 角 度 θ で 矢 印 ２ ４ の 方 向 に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 釘 １ ４ は 、 長 骨 ４ の 髄 管 ２ 内 に 適 合 で き る よ う に 任 意 の 適 当 な 形 状 を 有 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 釘 １ ４ は 、 円 柱 ま た は 円 形 な ど の 形 状 に す る こ と が で き る 外 面 ４ ０ を 有 す る
こ と が で き る 。 釘 １ ４ の 外 面 ４ ０ は 、 均 一 に し て も よ い し 、 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、
大 腿 骨 ４ の 顆 部 分 ６ の 近 傍 で 大 き な 直 径 を 有 し て も よ い 。 外 面 ４ ０ は 、 釘 の 近 位 部 分 ４ ２
で 大 き な 直 径 を 有 し 、 釘 １ ４ の 遠 位 部 分 ４ ４ で 小 さ な 直 径 を 有 す る こ と が で き る 。 釘 １ ４
は 、 中 実 の 断 面 を 有 し て も よ い し 、 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 カ ニ ュ ー レ 状 、 す な わ ち
釘 １ ４ の 中 心 線 １ ８ に 沿 っ て 延 び る 長 さ 方 向 の 孔 ４ ６ を 備 え て も よ い 。 釘 １ ４ は 、 直 線 ま
た は 線 形 に し て も よ い し 、 長 骨 ４ の 随 管 ２ に 一 致 す る よ う に 湾 曲 ま た は 曲 線 状 に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 例 え ば 、 図 ２ に 、 釘 １ ４ の 外 面 ４ ０ の 形 状 が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 さ れ て い る
よ う に 、 釘 １ ４ は 、 概 ね 円 形 の 断 面 を 有 す る 。 釘 １ ４ は 、 直 径 Ｄ Ｐ に よ っ て 画 定 さ れ て い
る 近 位 部 分 ４ ２ と 、 近 位 部 分 ４ ２ か ら 延 び 、 直 径 Ｄ Ｄ の 円 形 の 断 面 積 を 有 す る 遠 位 部 分 ４
４ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 さ れ た い 。 釘 １ ４ 内 に 配 置 さ れ て 釘 組 立 体 １ ０ を 形 成 し て
い る ブ シ ュ ２ ０ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ シ ュ ２
０ は 、 釘 １ ４ に 形 成 さ れ た 開 口 １ ６ 内 に 適 合 し て い る 。 開 口 １ ６ は 、 ネ ジ １ ２ （ 図 １ を 参
照 ） が 釘 １ ４ の 長 さ 方 向 軸 １ ８ に 対 し て 複 数 の 角 度 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に ブ シ ュ ２ ０ を
受 容 す る べ く 十 分 な 大 き さ を 有 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 開 口 １ ６ は 、 概 ね 一 定 の 断 面 を 有 し 、 対 向 し た 平
面 の 端 部 ４ ８ に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。 開 口 １ ６ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 平 面 端
部 ４ ８ か ら 延 び た 対 向 し た 半 円 端 部 ５ ０ に よ っ て も 画 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ こ で 図 ４ を 参 照 さ れ た い 。 開 口 １ ６ の 形 状 に よ り 、 ネ ジ １ ２ が 、 弓 状 の 方 向 に ブ シ ュ
２ ０ の 中 心 線 ２ ６ を 中 心 に 、 例 え ば 、 水 平 中 心 線 ５ ２ か ら 近 位 方 向 に 中 心 線 ３ ６ ま で の 角
度 α 、 お よ び 水 平 中 心 線 ５ ６ か ら 遠 位 方 向 に ネ ジ １ ２ の 中 心 線 ３ ６ ま で の 角 度 β ほ ど 回 転
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ こ で 図 ４ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 内 ／ 外 平 面 （ medial/lateral plane）
に 示 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 球 形 ブ シ ュ ２ ０ が 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 釘 １ ４ を
含 む 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 ネ ジ １ ２ が ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る 貫 通 開 口 ３ ２ を 含 む 。 ブ シ ュ ２
０ は 、 ネ ジ １ ２ が 、 そ の 中 心 線 ３ ６ か ら ３ ３ Ａ の 方 向 に 移 動 で き る よ う に 、 図 ４ Ａ に 示 さ
れ て い る よ う に 、 釘 １ ４ に 形 成 さ れ た 開 口 １ ６ 内 に 適 合 し て い る 。 開 口 １ ６ は 、 ネ ジ １ ２
の シ ャ ン ク の 直 径 Ｄ Ｓ よ り も 広 い 幅 Ａ Ｗ を 有 す る た め 、 ネ ジ １ ２ が 矢 印 ３ ３ Ａ の 方 向 に 回
転 し て 、 図 ４ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 中 央 内 ／ 外 側 の 方 向 （ medial/lateral directions
） に 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ こ で 図 ５ を 参 照 さ れ た い 。 開 口 １ ６ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 開 口 １ ６ は 、 例 え ば 、 対
向 し た 一 方 の 平 面 端 部 ４ ８ か ら 他 方 の 平 面 端 部 ４ ８ ま で 延 び る 幅 Ａ Ｗ に よ っ て 画 定 す る こ
と が で き る 。 開 口 １ ６ は 、 対 向 し た 半 円 端 部 ５ ０ を 画 定 し て い る 一 対 の 対 向 し た 半 径 Ｒ に
よ っ て も 画 定 す る こ と が で き る 。 半 径 Ｒ は 、 基 点 ５ ４ か ら 延 び て い る 。 ２ つ の 基 点 ５ ４ は
、 距 離 Ｌ だ け 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ こ で 図 ５ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ の 平 面 図 が 示 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０ は
、 第 １ の 部 分 ２ ８ で 、 中 実 で 示 さ れ て い る ネ ジ １ ２ が 通 る 開 口 １ ６ を 画 定 し て い る 。 ネ ジ
１ ２ は 、 第 １ の 位 置 ２ ８ か ら 、 例 え ば 、 第 ２ の 位 置 ３ ７ お よ び 第 ３ の 位 置 ３ ９ ま で 矢 印 ３
３ Ａ の 方 向 に 回 転 す る こ と が で き る 。 上 記 し た よ う に 、 ネ ジ １ ２ は 、 開 口 １ ６ の 幅 が ネ ジ
１ ２ の 直 径 Ｄ Ｓ よ り も 大 き い た め 、 第 １ の 位 置 ２ ８ か ら 両 方 向 に 角 度 θ だ け 、 矢 印 ３ ３ Ａ
の 方 向 に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ で 図 ５ Ｂ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 釘 組 立 体 １ ０ Ａ と し て 示
さ れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０ Ａ は 、 図 １ ～ 図 ５ の 釘 組 立 体 １ ０ に 類 似 し て い る が 、 こ の 釘 組
立 体 １ ０ Ａ は 、 開 口 １ ６ Ａ に 近 接 し て 配 置 さ れ た 面 取 り 部 す な わ ち 平 坦 部 ３ ０ Ａ を 有 す る
釘 １ ４ Ａ を 含 む 。 平 坦 部 ３ ０ Ａ は 、 矢 印 ２ ６ Ａ の 方 向 へ の さ ら な る 移 動 を 可 能 に す る の に
役 立 つ た め 、 ネ ジ １ ２ Ａ が 、 釘 １ ４ Ａ の 中 心 線 １ ８ Ａ に 対 し て よ り 大 き な 角 度 で 回 転 す る
、 す な わ ち 弧 を 描 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ こ で 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 さ れ た い 。 ブ シ ュ ２ ０ が 釘 に 取 り 付 け ら れ て い な い 釘 組 立
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体 １ ０ の 釘 １ ４ の 近 位 部 分 ４ ２ が 示 さ れ て い る 。 釘 １ ４ は 、 ブ シ ュ ２ ０ 、 お よ び ブ シ ュ ２
０ の 外 面 ２ ２ を 支 持 す る た め の ク レ ー ド ル １ ９ を 受 容 す る た め の 開 口 １ ６ を 含 む 。 釘 １ ４
は 、 中 実 に し て も よ い し 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に カ ニ ュ ー レ 状 に し て も よ
い 。 釘 １ ４ は 、 そ の 長 さ 方 向 中 心 線 １ ８ に 沿 っ て 延 び る 長 さ 方 向 の 孔 ４ ６ を 含 む 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 発 明 の 複 数 位 置 釘 組 立 体 は 、 釘 組 立 体 が 、 例 え ば 大 腿 骨 の 頚 部 を 支 持 で き る よ う に 、
釘 に 対 し て ブ シ ュ の 角 度 位 置 を 選 択 的 に 固 定 し て 連 結 す る た め の 手 段 を 含 む の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ブ シ ュ ２ ０ は 、 任 意 の 適 当 な 方 式 で 釘 １ ４ ０ に 対 し て 選 択 的 に 固 定 し て 連 結 さ れ る こ と
が で き る 。 単 純 に す る た め に 、 ブ シ ュ ２ ０ の 外 面 ２ ２ は 、 ブ シ ュ ２ ０ の ク レ ー ド ル １ ９ に
対 し て 選 択 的 に 固 定 的 に ま た は 回 転 可 能 に 接 触 ま た は 係 合 し 、 ブ シ ュ ２ ０ を 釘 １ ４ に 固 定
し て 連 結 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 固 定 プ ラ グ な ど の 形 態 の 固 定 手 段 ５ ４ を 用 い て 、
ブ シ ュ ２ ０ を 釘 １ ４ に 対 し て 選 択 的 に 固 定 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ は
、 例 え ば ブ シ ュ ２ ０ の 外 面 ２ ２ に 選 択 的 に 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ は 、
任 意 の 手 段 に よ っ て 選 択 的 に ブ シ ュ ２ ０ に 係 合 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ８ に 示 さ れ
て い る よ う に 、 固 定 プ ラ グ ５ ４ は 、 釘 １ ４ の 近 位 部 分 ４ ２ の 近 位 端 部 に 形 成 さ れ た カ ウ ン
タ ボ ア ６ ０ に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ ５ ８ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ ５ ６ を 含 む こ と が で き る 。 固 定 プ ラ
グ ５ ４ は 、 ブ シ ュ ２ ０ の 外 面 ２ ２ に 選 択 的 に 接 触 す る ス テ ム ６ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ シ ュ 開 口 ３ ２ の 中 心 線 ３ ６ は 、 適 切 な 角 度 位 置
に く る よ う に 矢 印 ３ ８ の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 ブ シ ュ 開 口 ３ ２ が 適 切 に 方 向 づ
け ら れ た ら 、 釘 １ ４ に 対 す る ブ シ ュ 開 口 ３ ２ の 角 度 方 向 を 固 定 す る た め に 、 固 定 プ ラ グ ５
４ を 回 転 さ せ て 、 ス テ ム ６ ２ を 矢 印 ６ ４ の 方 向 に 前 進 さ せ 、 ス テ ム ６ ２ が ブ シ ュ ２ ０ の 外
面 ２ ２ を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ こ で 図 ９ を 参 照 さ れ た い 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ は
、 釘 １ ４ の 雌 ネ ジ ５ ８ （ 図 ７ を 参 照 ） と 協 働 す る 雄 ネ ジ ５ ６ を 含 む 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ は 、
ブ シ ュ ２ ０ （ 図 ８ を 参 照 ） に 接 触 す る ス テ ム ６ ２ も 含 む 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ は 、 一 般 的 な ネ
ジ 回 し （ 不 図 示 ） と 協 働 す る 六 角 孔 （ hexagonal drive） ６ ６ を 含 む こ と も で き る 。 固 定
プ ラ グ ５ ４ は 、 長 さ 方 向 の 中 心 孔 ６ ８ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で 図 １ ０ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ の 釘 １ ４ の 近 位 部 分 ４ ２ が 詳 細 に 示 さ れ て
い る 。 近 位 部 分 ４ ２ は 、 釘 １ ４ の 長 さ 方 向 中 心 線 １ ８ に 沿 っ て 延 び る 長 さ 方 向 の 孔 ４ ６ を
画 定 す る こ と が で き る 。 釘 １ ４ は 、 概 ね 円 柱 の 釘 外 面 ４ ０ 、 お よ び 釘 １ ４ の 第 １ の 端 部 ２
９ か ら 延 び た カ ウ ン タ ボ ア ６ ０ を 含 む こ と が で き る 。 カ ウ ン タ ボ ア ６ ０ は 、 そ の 外 径 上 に
形 成 さ れ た 雌 ネ ジ ５ ８ を 含 む こ と が で き る 。 雌 ネ ジ ５ ８ は 、 プ ラ グ ５ ４ を 受 容 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ こ で 図 １ １ を 参 照 さ れ た い 。 ブ シ ュ ２ ０ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 直 径
Ｄ Ｂ に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 中 心 開 口 ３ ２ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 図 １ ２ を 参 照 さ れ た い 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 概 ね 球 形 の 形 状 お よ び 円 形 の 断 面 を 有 す
る こ と が で き 、 直 径 Ｄ Ｂ に よ っ て 画 定 す る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０ の 中 心 開 口 ３ ２ は 、
直 径 Ｄ Ｏ に よ っ て 画 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ３ の 釘 組 立 体 １ ０ は 、 人 体 に 適 合 性 の 任 意 の 適 当 な 耐 久 材 料 か ら 形 成 す る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 釘 組 立 体 １ ０ は 、 例 え ば 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ま た は 複 合 材 料 か ら
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形 成 で き る 釘 １ ４ 、 ブ シ ュ ２ ０ 、 お よ び 固 定 プ ラ グ ５ ４ な ど の 構 成 要 素 を 含 む こ と が で き
る 。 金 属 か ら 形 成 さ れ る 場 合 、 釘 組 立 体 １ ０ の 構 成 要 素 は 、 例 え ば 、 コ バ ル ト ク ロ ム 合 金
、 ス テ ン レ ス 鋼 合 金 、 ま た は チ タ ン 合 金 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 釘 組 立 体 １ ０ の 構 成
要 素 は 、 単 純 に す る た め に 、 か つ 金 属 の 相 互 作 用 を 防 止 す る た め に 、 全 て 同 じ 材 料 か ら 形
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ こ で 図 １ ３ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ 全 体 が 示 さ れ て い る 。 本 発 明 の 釘 お よ び 釘
組 立 体 は 、 任 意 の 長 骨 に 用 い る こ と が で き 、 身 体 の 長 骨 で 任 意 の 様 々 な 市 販 タ イ プ の 髄 内
釘 に 用 い る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ３ に 示 さ れ て い る 釘 組 立 体 １ ０ は 、 梨 状 釘 （ piri forma nail） の 形 態 で あ る 。 図
１ ３ の 釘 組 立 体 １ ０ の 梨 状 釘 １ ４ は 、 大 腿 骨 ４ の 顆 部 分 ６ の 梨 状 部 ８ を 貫 通 す る よ う に デ
ザ イ ン さ れ て い る 。 大 腿 骨 ４ の 梨 状 部 ８ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 図 １ ３ の 前 ／
後 図 で 見 る と 、 大 腿 骨 ４ の 長 さ 方 向 中 心 線 に 一 致 し て い る 。 し た が っ て 、 釘 組 立 体 １ ０ の
釘 １ ４ は 、 前 ／ 後 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 概 ね 直 線 の 長 さ 方 向 中 心 線 １ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 釘 組 立 体 １ ０ は 、 近 位 部 分 ４ ２ お よ び 遠 位 部 分 ４ ４ を 含 む 。 近 位 部 分 ４ ２ は 、 ク レ ー ド
ル １ ９ に お い て 釘 １ ４ に 固 定 さ れ て い る ブ シ ュ ２ ０ を 含 む 。 釘 １ ４ は 、 長 さ 方 向 に 延 び る
孔 ま た は カ ニ ュ ー レ ４ ６ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 釘 １ ４ は 、 釘 組 立 体 １ ０ を 大 腿 骨 ４ に 適 切 に 固 定 す る べ く 、 大 腿 骨 ４ の 遠 位 部 分 ４ ４ に
ネ ジ を 取 り 付 け る た め の 別 の 横 開 口 を さ ら に 含 む 。 釘 １ ４ は 、 １ つ の 遠 位 開 口 、 ま た は 図
１ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 複 数 の 遠 位 開 口 を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 釘 １ ４ は 、 図 １
３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 中 央 か ら 外 側 の 方 向 に 延 び る こ と が で き る 第 １ の 遠 位 開 口 ７ ０
、 お よ び 同 様 に 中 央 か ら 外 側 の 方 向 に 延 び る こ と が で き る 第 ２ の 遠 位 開 口 ７ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 大 腿 骨 の 自 然 の 曲 線 ま た は 弓 型 の 性 質 に 対 応 す る た め に
、 釘 組 立 体 １ ０ の 釘 １ ４ は 、 図 １ ４ の 内 外 図 （ medial/lateral view） で 見 て 概 ね 弓 形 の
形 状 を 有 す る 。 釘 １ ４ の 長 さ 方 向 中 心 線 １ ８ は 、 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 基 点 ７ ８
か ら 延 び る 半 径 Ｒ １ に よ っ て 画 定 さ れ た 方 向 に 延 び る 。 半 径 Ｒ １ 、 お よ び 基 点 ７ ８ の 位 置
は 、 人 間 の 大 腿 骨 の 形 状 に 似 る よ う に 選 択 さ れ る 。 釘 １ ４ の 大 き さ 、 お よ び 釘 １ ４ が 対 応
す る よ う に デ ザ イ ン さ れ た 大 腿 骨 の 特 定 の 解 剖 学 的 縫 合 線 に よ っ て 、 半 径 Ｒ １ の 基 点 ７ ８
の 位 置 お よ び Ｒ １ の 寸 法 を 相 応 に 変 更 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ こ で 図 １ ５ を 参 照 さ れ た い 。 釘 １ ４ の 遠 位 部 分 ４ ４ に お け る 遠 位 開 口 ７ ０ お よ び ７ ２
が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 第 １ の 開 口 ７ ０ お よ び 第 ２ の 開 口 ７ ２ は 、 任 意 の 適 当 な 形 状 を 有
す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 開 口 ７ ０ お よ び ７ ２ は 、 釘 １ ４ の 遠 位 部 分 ４ ４ の
長 さ 方 向 軸 １ ８ に 対 し て 垂 直 す な わ ち 横 向 き に す る こ と が で き る 。 開 口 ７ ０ お よ び ７ ２ が
こ の よ う に 横 向 き で あ る た め 、 横 ネ ジ （ 不 図 示 ） を 、 開 口 を 通 し て 大 腿 骨 の 皮 質 壁 内 に 固
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 開 口 ７ ０ お よ び ７ ２ は 、 任 意 の 適 当 な 形 状 を 有 す る こ と が で き 、 図 １ ５ に 示 さ れ て い る
よ う に 、 第 １ の 開 口 ７ ０ に 示 さ れ て い る よ う な 円 柱 開 口 を 含 む こ と が で き 、 ま た は 第 ２ の
開 口 ７ ２ に 示 さ れ て い る よ う な 楕 円 開 口 を 備 え る こ と が で き る 。 第 ２ の 開 口 ７ ２ な ど の 楕
円 開 口 に よ り 、 釘 １ ４ の 遠 位 部 分 ４ ４ が 骨 す な わ ち ネ ジ に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 す る こ と が
で き る 。 釘 組 立 体 １ ０ の 髄 管 ２ 内 へ の 取 付 け を 容 易 に す る た め に 、 釘 １ ４ は 、 そ の 端 部 ８
２ か ら 延 び た テ ー パ 平 坦 部 ８ ０ を 含 む こ と が で き る 。 こ の 平 坦 部 ８ ０ は 、 取 付 け 時 に 髄 管
２ の 内 壁 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 の 釘 組 立 体 １ ０ は 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ２ つ の 遠 位 開 口
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を 含 む こ と が で き る が 、 こ の 釘 組 立 体 は 、 別 の 遠 位 ネ ジ を 受 容 す る た め 、 ま た は 釘 １ ４ の
長 さ 方 向 軸 １ ８ に 対 し て 様 々 な 角 度 方 向 で 遠 位 ネ ジ を 受 容 す る た め に 別 の 開 口 を 含 む こ と
も で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 例 え ば 、 図 １ ６ に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 釘 組 立 体 １ ０ Ａ が 示 さ れ て い る 。 こ
の 釘 組 立 体 １ ０ Ａ は 、 図 １ ～ 図 ３ の 釘 組 立 体 １ ０ に 類 似 し て お り 、 ４ つ の 遠 位 開 口 を 有 す
る 釘 １ ４ Ａ を 含 む 。 例 え ば 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 １ ０ Ａ は 、 図 １ ５ の
釘 １ ４ の 第 １ の 開 口 ７ ０ に 類 似 し た 第 １ の 開 口 ７ ０ Ａ 、 お よ び 図 １ ５ の 釘 １ ４ の 開 口 ７ ２
に 類 似 し た ス ロ ッ ト の 形 態 で あ る 第 ２ の 開 口 ７ ２ Ａ を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 釘 １ ４ Ａ は 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ３ の 開 口 ７ ４ Ａ お よ び 第 ４ の 開 口 ７ ６ Ａ
も 含 む こ と が で き る 。 第 ３ の 開 口 ７ ４ Ａ お よ び 第 ４ の 開 口 ７ ６ Ａ は 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い
る よ う に 、 例 え ば 、 釘 １ ４ Ａ の 長 さ 方 向 軸 １ ８ Ａ に 対 し て 横 向 き す な わ ち 垂 直 に し 、 か つ
第 １ の 開 口 ７ ０ Ａ お よ び 第 ２ の 開 口 ７ ２ Ａ に 対 し て 垂 直 に す る こ と が で き る 。 第 ３ の 開 口
７ ４ Ａ お よ び 第 ４ の 開 口 ７ ６ Ａ は 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 概 ね 円 柱 状 に し て も よ い
し 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 長 さ 方 向 軸 １ ８ Ａ に 対 し て 正 確 に 垂 直 な 方 向 か ら や や 傾
斜 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ こ で 図 １ ７ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８
４ が 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ は 、 釘 組 立 体 １ ０ お よ び ネ ジ １ ２ を 含 む 。
釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ は 、 図 １ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 遠 位 ネ ジ も 含 む こ と が で き
る 。 例 え ば 、 遠 位 ネ ジ は 、 第 １ の 遠 位 開 口 ７ ０ と 協 働 す る 第 １ の 遠 位 ネ ジ ８ ６ 、 お よ び 第
２ の 遠 位 開 口 ７ ２ と 協 働 す る 第 ２ の 遠 位 ネ ジ ８ ８ を 含 む こ と が で き る 。 第 １ の 遠 位 ネ ジ ８
６ お よ び 第 ２ の 遠 位 ネ ジ ８ ８ は 、 例 え ば 、 大 腿 骨 す な わ ち 長 骨 ４ の 皮 質 骨 ３ に 係 合 す る た
め の 皮 質 ネ ジ の 形 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ こ で 図 １ ７ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体
８ ４ Ｂ が 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ Ｂ は 、 釘 組 立 体 １ ０ Ｂ お よ び ネ ジ １ ２
Ｂ を 含 む 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ Ｂ は 、 図 １ ７ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 １ ４ Ｂ の
遠 位 部 分 ４ ４ Ｂ に 固 定 さ れ た 遠 位 ネ ジ ブ ッ シ ュ ２ ０ Ｂ に 形 成 さ れ た 遠 位 ネ ジ 開 口 ７ ０ Ｂ を
通 し て 遠 位 ネ ジ ８ ６ Ｂ を 受 容 す る た め の 遠 位 ネ ジ ブ シ ュ ２ ０ Ｂ も 含 む こ と が で き る 。 例 え
ば 、 遠 位 ネ ジ ８ ６ Ｂ は 、 例 え ば 、 大 腿 骨 す な わ ち 長 骨 ４ の 皮 質 骨 ３ に 係 合 す る た め の 皮 質
ネ ジ の 形 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ こ で 図 １ ８ を 参 照 さ れ た い 。 遠 位 ネ ジ ８ ６ お よ び ８ ８ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 遠 位 ネ
ジ ８ ６ は 、 頭 部 ９ ０ を 含 み 、 こ の 頭 部 ９ ０ か ら 細 か い ピ ッ チ の 皮 質 ネ ジ ９ ２ が 延 び て い る
。 ネ ジ ８ ６ は 、 頭 部 ９ ０ の 反 対 側 に 自 動 穿 孔 ／ 自 動 タ ッ ピ ン グ 部 分 ９ ４ も 含 む 。 第 ２ の 遠
位 ネ ジ ８ ８ は 、 第 １ の 遠 位 ネ ジ ８ ６ に 類 似 し て お り 、 破 線 で 示 さ れ て い る よ う に 長 さ が 変
化 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ８ に 破 線 で 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 １ ０ は 、 大 き な 近 位 皮 質 ネ ジ ９ ２ も 含 む
こ と が で き る 。 こ の ネ ジ ９ ２ は 、 大 転 子 を 小 転 子 に 取 り 付 け る た め に 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ こ で 図 １ ９ を 参 照 さ れ た い 。 図 １ ～ 図 ３ の 釘 組 立 体 １ ０ と 共 に 用 い る た め の ネ ジ １ ２
が 示 さ れ て い る 。 こ の ネ ジ １ ２ は 、 ネ ジ 山 ９ ６ を 画 定 し て い る シ ャ ン ク 部 分 を 含 む 。 ネ ジ
１ ２ は 、 釘 １ ４ の ブ シ ュ ２ ０ の 開 口 ３ ２ 内 に 適 合 し て 配 置 さ れ る こ と が で き 、 か つ 釘 １ ４
に 固 定 し て 適 合 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 任 意 の ネ ジ と す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ は 、 シ ャ ン ク ３ ４ か ら 延 び た 頭 部 す な わ ち リ ッ
プ ９ ０ を 含 む こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ９ ５ 】
　 リ ッ プ ９ ０ は 、 ネ ジ １ ２ が ブ シ ュ ２ ０ の 開 口 ３ ２ を 通 っ て 移 動 す る の を 防 止 す る よ う に
デ ザ イ ン す る こ と が で き る 。 リ ッ プ ９ ０ は 、 ネ ジ １ ２ が 開 口 ３ ２ か ら 横 に 移 動 す る の を 防
止 で き る 任 意 の 適 当 な 大 き さ お よ び 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 リ ッ プ ９ ０ は 、
開 口 ３ ２ の 直 径 Ｏ Ｄ よ り も 大 き い リ ッ プ 直 径 Ｌ Ｄ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ こ で 図 １ ９ を 参 照 さ れ た い 。 ネ ジ １ ２ は 、 例 え ば 、 ネ ジ １ ２ に 形 成 さ れ た ス ロ ッ ト ２
１ の 形 態 で あ る 回 転 機 能 部 を 含 む す な わ ち 画 定 す る こ と が で き る 。 ス ロ ッ ト ２ １ は 、 任 意
の 適 当 な 大 き さ を 有 す る こ と が で き る 。 ス ロ ッ ト ２ １ は 、 ネ ジ １ ２ の 回 転 を 容 易 に す る た
め に 用 い る こ と が で き 、 ネ ジ １ ２ の 長 さ 方 向 中 心 線 ２ ３ の 周 り に 配 置 す る こ と が で き る 。
ス ロ ッ ト ２ １ は 、 ス ロ ッ ト 幅 Ｓ Ｗ お よ び ス ロ ッ ト 深 さ Ｓ Ｄ を 有 す る こ と が で き る 。 ス ロ ッ
ト ２ １ は 、 こ の ス ロ ッ ト ２ １ に よ っ て 生 じ る 応 力 集 中 （ stress risers） を 軽 減 す る べ く
、 ス ロ ッ ト ２ １ に 位 置 す る 半 径 範 囲 （ radius） を 含 む こ と が で き る 。 ス ロ ッ ト 幅 Ｓ Ｄ お よ
び ス ロ ッ ト 長 さ Ｓ Ｌ は 、 ネ ジ １ ２ を 長 骨 ４ 内 に 植 え 込 む た め に 、 ネ ジ １ ２ が 、 例 え ば ネ ジ
回 し （ 不 図 示 ） と 協 働 す る の に 十 分 で あ る よ う に デ ザ イ ン さ れ て い る 。 ス ロ ッ ト ２ １ の 代
わ り に 、 内 部 ま た は 外 部 に 六 角 形 ま た は 四 角 形 の 機 能 部 （ 不 図 示 ） を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ は 、 カ ニ ュ ー レ 状 に す る こ と が で き 、 ネ ジ １ ２
の 長 さ 方 向 中 心 線 ２ ３ に 沿 っ て 延 び る 長 さ 方 向 の 開 口 ２ ５ を 含 む こ と が で き る 。 長 さ 方 向
の 孔 ２ ５ は 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ （ 不 図 示 ） を 受 容 し て 、 釘 組 立 体 １ ０ の 開 口 ３ ２ 内 の
所 定 の 位 置 に ネ ジ １ ２ を 案 内 し 、 ネ ジ １ ２ を 長 骨 ４ 内 に 適 切 に 配 置 す る た め に 用 い る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ネ ジ １ ２ は 、 例 え ば 、 ネ ジ １ ２ の ス ロ ッ ト ２ １ に 近 接 し た 長 さ 方 向 の 開 口 ２ ５ に 形 成 さ
れ た 小 さ な カ ウ ン タ ボ ア （ 不 図 示 ） に 形 成 さ れ た 、 例 え ば 雌 ネ ジ の 形 態 の 、 不 図 示 の 取 外
し 機 能 部 を 含 む こ と も で き る 。 ネ ジ １ ２ は 、 そ の 端 部 か ら 延 び る 大 き な カ ウ ン タ ボ ア （ 不
図 示 ） を も 含 む こ と が で き 、 ネ ジ １ ２ は 、 小 さ な カ ウ ン タ ボ ア お よ び 長 さ 方 向 の 開 口 ２ ５
と 同 心 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ は 、 そ の シ ャ ン ク ３ ４ に 形 成 さ れ た 複 数 の ネ ジ
山 ９ ６ を 備 え る こ と も で き る 。 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 参 照 し て 本
明 細 書 に 組 み 入 れ る 米 国 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ６ ２ ７ ， ２ ６ ６ 号 に 詳 細 に 開 示 さ れ て い る よ う
な 均 一 で な い 断 面 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 再 び 図 １ ９ を 参 照 さ れ た い 。 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４ は 、 ネ ジ が 内 部 に 形 成 さ れ た 第 １
の 部 分 ２ ７ を 含 む 。 第 １ の 部 分 ２ ７ は 、 ネ ジ １ ２ の 長 さ 方 向 軸 ２ ３ に 沿 っ て ネ ジ １ ２ の 第
１ の 端 部 ２ ９ か ら 第 ２ の 端 部 ３ １ ま で 延 び る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 図 １ ９ に
示 さ れ て い る よ う に 、 シ ャ ン ク ３ ４ が 第 ２ の 部 分 ３ ３ を 含 む こ と が で き る こ と も 理 解 さ れ
た い 。 シ ャ ン ク ３ ４ の 第 ２ の 部 分 ３ ３ は 、 平 滑 な 表 面 を 画 定 す る こ と が で き る 。 図 １ ９ に
示 さ れ て い る よ う に 、 シ ャ ン ク ３ ４ は 、 概 ね 円 柱 状 で あ っ て 、 例 え ば 直 径 Ｄ Ｓ に よ っ て 画
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ネ ジ １ ２ は 、 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 概 ね 円 柱 状 で あ っ て 、 直 径 Ｄ Ｓ お よ び 全 長
Ｌ に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４ は 、 ネ ジ 山 ９ ６ を 含 む 第 １ の 部 分 ２
７ お よ び 平 滑 な 表 面 を 有 す る 第 ２ の 部 分 ３ ３ を 含 む 。 直 径 Ｄ Ｓ の 全 長 Ｌ は 、 ネ ジ が 設 け ら
れ た 長 さ Ｔ Ｌ と 平 滑 す な わ ち ネ ジ が 設 け ら れ て い な い 長 さ Ｕ Ｌ に 分 か れ て い る 。 ネ ジ が 設
け ら れ た 長 さ Ｔ Ｌ は 、 第 １ の 部 分 ２ ７ を 画 定 し 、 平 滑 な 長 さ Ｕ Ｌ は 、 第 ２ の 部 分 ３ ３ を 画
定 し て い る 。 ネ ジ が 設 け ら れ た 長 さ Ｔ Ｌ は 、 例 え ば 、 シ ャ ン ク ３ ４ の 全 長 Ｌ の 、 例 え ば ２
０ ％ ～ ４ ０ ％ の 部 分 と す る こ と が で き る 。 平 滑 な 長 さ Ｕ Ｌ は 、 ネ ジ １ ２ の 第 ２ の 部 分 ３ ３

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-275573 A 2007.10.25



が 、 髄 内 釘 １ ４ の ブ シ ュ ２ ０ の 傾 斜 開 口 ３ ２ 内 に 配 置 さ れ （ 図 １ ～ 図 ３ 参 照 ） 、 大 腿 骨 ４
の 骨 折 部 を ス ラ イ ド 式 に 圧 縮 で き る よ う に 十 分 な 長 さ で あ る の が 好 ま し い こ と を 理 解 さ れ
た い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 図 １ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４ の 周 り を 螺 旋 状
に 進 む こ と が で き る 。 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 長 さ 方 向 軸 ２ ３ に 沿 っ て 近 接 す る ネ ジ 山 間 の 間 隔 を
画 定 す る ピ ッ チ Ｐ に よ っ て 画 定 す る こ と が で き る 。 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 右 ま た は 左 螺 旋 構 造 の
い ず れ か で 、 長 さ 方 向 軸 ２ ３ の 周 り を 螺 旋 状 に 進 む こ と が で き る 。 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 図 １ ９
に 示 さ れ て い る よ う に 、 単 一 リ ー ド 型 （ single lead type） と す る こ と が で き る が 、 別 法
と し て 、 二 重 リ ー ド 構 造 （ double lead configuration） ま た は 三 重 リ ー ド 構 造 （ triple 
lead configuration） と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ こ で 図 １ ９ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 完 全 に ネ ジ 山 が 設 け ら れ た 皮 質 ネ ジ １ ２ Ａ が 示 さ れ て
い る 。 完 全 に ネ ジ が 設 け ら れ た 皮 質 ネ ジ １ ２ Ａ は 、 図 １ ～ 図 ５ の 釘 組 立 体 １ ０ に 類 似 し た
釘 組 立 体 １ ０ Ａ に 用 い る こ と が で き る 。 ネ ジ １ ２ Ａ は 、 図 １ ９ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、
完 全 に ネ ジ が 設 け ら れ た シ ャ ン ク ３ ４ Ａ を 含 む 。 す な わ ち 、 ネ ジ １ ２ Ａ は 、 頭 部 ９ ０ Ａ か
ら ネ ジ １ ２ Ａ の 第 １ の 端 部 ２ ９ Ａ ま で ネ ジ １ ２ Ａ の シ ャ ン ク ３ ４ Ａ の 外 面 の 周 り に 延 在 す
る ネ ジ 山 ９ ６ Ａ を 含 む シ ャ ン ク ３ ４ Ａ を 含 む 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ を 参 照 さ れ た い 。 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 任 意 の 適 当 な 形 状 す な わ ち ネ ジ 形 を 有 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ 山 ９ ６ は 、 ボ ッ ク ス と テ ー
パ を 組 み 合 わ せ た 構 造 を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ
ジ 山 ９ ６ は 、 任 意 の 適 当 な 形 状 ま た は 輪 郭 を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ ０ に 示 さ
れ て い る よ う に 、 こ の 輪 郭 は 、 山 の 頂 （ crest） ３ ５ 、 お よ び 反 対 側 の 谷 底 （ root） ３ ７
を 含 む こ と が で き る 。 後 面 ３ ９ が 、 ネ ジ １ ２ の 第 ２ の 端 部 ３ １ に 近 接 し た 谷 底 ３ ７ と 山 の
頂 ３ ５ と の 間 に 位 置 し 、 前 縁 ４ １ が 、 ネ ジ １ ２ の 第 １ の 端 部 ２ ９ に 近 接 し た 谷 底 ３ ７ と 山
の 頂 ３ ５ と の 間 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 縁 ４ １ お よ び 後 縁 ３ ９ は 、 矢 印 ３ １ の 方 向 に 取 り 外 す
力 よ り も 矢 印 ２ ９ の 方 向 に 取 り 付 け る 力 が 小 さ く な る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の
よ う に 取 付 け を 容 易 に し 、 か つ 取 外 し を 困 難 に す る こ と は 、 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に
、 谷 底 ３ ７ お よ び 山 の 頂 ３ ５ に 対 し て 直 角 を な す 、 す な わ ち 垂 直 な 構 造 の 後 縁 ３ ９ を 設 け
、 か つ 垂 直 面 ４ ３ と 谷 底 ３ ７ と の 間 の 傾 斜 面 ４ ５ お よ び 垂 直 面 ４ ３ を 備 え た 前 縁 ４ １ を 設
け る こ と で 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ネ ジ １ ２ の ネ ジ 山 ９ ６ は 、 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 垂 直 面 ４ ３ お よ び 傾 斜 部 分 ４
５ を 含 む 前 縁 ４ １ を 含 む 。 傾 斜 部 分 ４ ５ に よ り 、 ネ ジ １ ２ を 長 骨 す な わ ち 大 腿 骨 ４ 内 に 取
り 付 け る 際 に 必 要 な 力 が 軽 減 さ れ る 。 垂 直 面 ４ ３ と 傾 斜 部 分 ４ ５ は 、 こ れ ら の 間 に 角 度 α
α を 画 定 す る こ と が で き る 。 応 力 を 最 小 限 に す る べ く 、 山 の 頂 ３ ５ 、 谷 底 ３ ７ 、 後 面 ３ ９
、 お よ び 前 縁 ４ １ は 、 こ れ ら の 間 に 弓 形 部 分 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ Ａ ～ 図 ２ ０ Ｆ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の 釘 の ネ ジ の ネ ジ 山 に つ い て の 代 替
の 輪 郭 構 造 が 示 さ れ て い る 。 図 ２ ０ Ａ を 参 照 す る と 、 弓 状 の 谷 底 お よ び 山 の 頂 を 有 す る 輪
郭 ４ ７ Ａ が 示 さ れ て い る 。 例 え ば 、 図 ２ ０ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ Ａ の 輪 郭 ４
７ Ａ は 、 傾 斜 後 面 ３ ９ Ａ が 延 び る 弓 状 の 山 の 頂 ３ ５ Ａ を 含 む 。 前 縁 ４ １ Ａ は 、 同 様 に 弓 状
の 山 の 頂 ３ ５ Ａ か ら 延 び て い る 。 輪 郭 ４ ７ Ａ は 、 後 面 ３ ９ Ａ と 前 面 ４ １ Ａ を 連 結 す る 弓 状
の 谷 底 ３ ７ Ａ も 含 む 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ Ｂ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の ネ ジ の ネ ジ 山 の さ ら に 別 の 輪 郭 が 、 概 ね Ｖ 型
の ネ ジ 山 ９ ６ Ｂ を 含 む 輪 郭 ４ ７ Ｂ を 有 す る ネ ジ 山 ９ ６ Ｂ を 含 む ネ ジ １ ２ Ｂ と し て 示 さ れ て
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い る 。 輪 郭 ４ ７ Ｂ は 、 後 面 ３ ９ Ｂ お よ び 前 面 ４ １ Ｂ を 含 む 。 谷 底 ３ ７ Ｂ お よ び 山 の 頂 ３ ５
Ｂ は 、 図 ２ ０ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 最 小 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ Ｃ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 に 従 っ た ネ ジ の ネ ジ 山 の さ ら に 別 の 輪 郭 が 示 さ
れ て い る 。 例 え ば 、 図 ２ ０ Ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ Ｃ は 、 ブ ロ ッ ク 型 す な わ ち
矩 形 の 輪 郭 ４ ７ Ｃ を 有 す る ネ ジ 山 ９ ６ Ｃ を 含 む 。 輪 郭 ４ ７ Ｃ は 、 後 面 ３ ９ Ｃ お よ び 離 間 し
て 平 行 な 前 面 ４ １ Ｃ を 含 む 。 後 面 ３ ９ Ｃ お よ び 前 面 ４ １ Ｃ は 、 谷 底 ３ ７ Ｃ お よ び 山 の 頂 ３
５ Ｃ に 対 し て 直 角 を な す 、 す な わ ち 垂 直 で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ Ｄ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 に 従 っ た ネ ジ の ネ ジ 山 の 輪 郭 の さ ら に 別 の 実 施
形 態 が 示 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ Ｄ の ネ ジ 山 ９ ６ Ｄ の 輪 郭 ４ ７ Ｄ は 、 標 準 的 な ネ ジ 山 の 形 状
で あ る 概 ね 切 頭 Ｖ 型 の 形 状 を 有 す る 。 輪 郭 ４ ７ Ｄ は 、 平 坦 な 山 の 頂 ３ ５ Ｄ 、 向 か い 合 っ た
傾 斜 後 面 ３ ９ Ｄ お よ び 前 面 ４ １ Ｄ を 含 む 。 谷 底 ３ ７ Ｄ は 、 後 面 ３ ９ Ｄ お よ び 前 面 ４ １ Ｄ か
ら 延 び て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ Ｅ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の ネ ジ の ネ ジ 山 の さ ら に 別 の 輪 郭 が 輪 郭 ４ ７ Ｅ
と し て 示 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ Ｅ は 、 輪 郭 ４ ７ Ｅ を 有 す る ネ ジ 山 ９ ６ Ｅ を 含 む 。 輪 郭 ４ ７
Ｅ は 、 山 の 頂 ３ ５ Ｅ お よ び 離 間 し て 平 行 な 谷 底 ３ ７ Ｅ に 対 し て 垂 直 で あ る 、 後 面 ４ １ Ｅ を
含 む 。 輪 郭 ４ ７ Ｅ は 、 谷 底 ３ ７ Ｅ と 山 の 頂 ３ ５ Ｅ と の 間 に 所 与 の 角 度 で 配 置 さ れ た 後 面 ３
９ Ｅ も 含 む 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 、 図 ２ ０ Ｆ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の ネ ジ の 輪 郭 の さ ら に 別 の 形 が 示 さ れ
て い る 。 図 ２ ０ Ｆ の ネ ジ １ ２ Ｆ は 、 輪 郭 ４ ７ Ｆ を 画 定 し て い る ネ ジ 山 ９ ６ Ｆ を 含 む 。 輪 郭
４ ７ Ｆ は 、 離 間 し て 平 行 な 山 の 頂 ３ ５ Ｆ お よ び 谷 底 ３ ７ Ｆ を 含 む 。 輪 郭 ４ ７ Ｆ は 、 谷 底 ３
７ Ｆ お よ び 山 の 頂 ３ ５ Ｆ に 垂 直 な 後 面 ３ ９ Ｆ を 含 む 。 輪 郭 ４ ７ Ｆ は 、 谷 底 ３ ７ Ｆ と 山 の 頂
３ ５ Ｆ と の 間 に 所 与 の 角 度 で 配 置 さ れ た 表 面 ４ １ Ｆ も 含 む 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ こ で 図 ２ １ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ の 釘 １ ４ の 近 位 部 分 ４ ２ が 詳 細 に 示 さ れ て
い る 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 釘 組 立 体 １ ０ 内 に 配 置 さ れ て 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ を 形 成 し
て い る ネ ジ １ ２ と 共 に 示 さ れ て い る 。 図 ２ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ は 、 ブ シ ュ
２ ０ に 形 成 さ れ た ブ シ ュ 開 口 ３ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る シ ャ ン ク ３ ４ を 含 む 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ２ １ に 示 さ れ て い る ブ シ ュ ２ ０ は 、 例 え ば 、 釘 １ ４ に 形 成 さ れ た 横 開 口 ３ ２ と 協 働 す
る ク レ ー ド ル １ ９ お よ び 固 定 ピ ン ５ ４ に よ っ て 、 釘 １ ４ に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 図
２ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ は 、 ネ ジ 山 ９ ６ を 含 む 第 １ の 部 分 ２ ７ 、 お よ び 図 ２
１ で は 平 滑 な 外 面 を 有 す る 第 ２ の 部 分 ３ ３ を 含 む 。 ブ シ ュ ２ ０ の 開 口 ３ ２ 内 に 適 合 す る ネ
ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４ の 部 分 は 、 平 滑 で あ っ て 、 骨 折 、 特 に 大 腿 骨 頚 部 の 骨 折 の 治 癒 を 助
け る べ く ス ラ イ ド 式 の 圧 縮 が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 ネ ジ 山 ９ ６ が 、 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４ 全 体 に 亘 っ て 延 び て も よ く 、 ネ
ジ 山 ９ ６ が ブ シ ュ ２ ０ の 開 口 ３ ２ 内 に 適 合 し う る こ と を 理 解 さ れ た い 。 こ の よ う な 構 造 は
、 大 腿 骨 頚 部 の 骨 折 に お い て 、 ス ラ イ ド 式 の 圧 縮 に 寄 与 せ ず 、 同 程 度 の 治 癒 が 実 現 で き な
い 場 合 が あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ブ シ ュ ２ ０ が 矢 印 ３ ８ の 方 向 に 回 転 で き る た め 、 ネ ジ １ ２ の 長 さ 方 向 中 心 線 ３ ６ が 、 同
様 に 矢 印 ３ ８ の 方 向 に 回 転 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 釘 組 立 体 １ ０ を 用 い
る こ と に よ り 、 ネ ジ １ ２ の 長 さ 方 向 中 心 線 ３ ６ が 、 実 線 で 示 さ れ て い る 第 １ の 位 置 ２ ７ か
ら 、 破 線 で 示 さ れ て い る 第 ２ の 位 置 ３ ９ に 移 動 す る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０ が 回 転 で き
る た め 、 ネ ジ １ ２ の 中 心 線 ３ ６ が 破 線 で 示 さ れ て い る 第 ３ の 位 置 ４ １ に 移 動 す る こ と も で
き る 。
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【 ０ １ １ ７ 】
　 ネ ジ １ ２ の 中 心 線 ３ ６ は 、 実 線 で 示 さ れ て い る 第 １ の 位 置 ２ ７ と 破 線 で 示 さ れ て い る 第
３ の 位 置 ４ １ と の 間 の 任 意 の 位 置 に 配 置 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 回 転 可 能 な ブ シ ュ ２
０ を 有 す る 釘 組 立 体 １ ０ を 提 供 す る こ と に よ り 、 釘 １ ４ の 長 さ 方 向 中 心 線 １ ８ に 対 す る ネ
ジ の 様 々 な 角 度 方 向 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ブ シ ュ ２ ０ が 適 切 な 位 置 に 回 転 し 、 ネ ジ １ ２ の 長 さ 方 向 中 心 線 ３ ６ が 所 望 の 向 き に き た
ら 、 固 定 プ ラ グ ５ ４ を 回 転 さ せ て 、 固 定 プ レ ー ト ５ ４ を 矢 印 ６ ４ の 方 向 に 前 進 さ せ 、 固 定
プ レ ー ト ５ ４ の ス テ ム 部 分 ６ ２ を ブ シ ュ ２ ０ の 外 面 ２ ２ に 係 合 さ せ る こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 ス テ ム 部 分 ６ ２ が 、 ブ シ ュ ２ ０ を 固 定 角 度 方 向 に 固 定 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 ２ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ １ ２ が 、 実 線 で 示 さ れ て い る 第 １ の 位 置 ３ ７ に あ る
場 合 、 ネ ジ １ ２ の 頭 部 ９ ０ が 、 大 腿 骨 ４ の 皮 質 骨 ３ に 支 持 さ れ 、 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３ ４
の 第 ２ の 部 分 ３ ３ が 、 ブ シ ュ ２ ０ の 開 口 ３ ２ を 貫 通 し て い る 。 ネ ジ １ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ７
に 形 成 さ れ た ネ ジ 山 ９ ６ が 、 大 腿 骨 ４ の 頚 部 ５ の 海 綿 骨 質 に 係 合 し 、 大 腿 骨 ４ の 骨 頭 ７ に
向 か っ て 延 び て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ こ で 図 ２ １ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ が 斜 視 図 で 示 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０
は 、 細 い 遠 位 部 分 ４ ４ お よ び 拡 大 近 位 部 分 ４ ２ を 有 す る 釘 １ ４ を 含 む 。 釘 １ ４ は 、 ブ シ ュ
２ ０ が 旋 回 可 能 に 固 定 さ れ る 孔 す な わ ち 開 口 １ ６ を 画 定 し て い る 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 ネ ジ １
２ を ス ラ イ ド 可 能 に 受 容 す る た め の 貫 通 開 口 ３ ２ を 含 む 。 図 ２ １ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に
、 ネ ジ １ ２ は 、 例 え ば 、 実 線 で 示 さ れ て い る 第 １ の 位 置 ３ ７ に 配 置 す る こ と が で き る 。 ネ
ジ １ ２ は ま た 、 破 線 で 示 さ れ て い る 第 ２ の 位 置 ３ ９ で も 示 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ は 、 破 線
で 示 さ れ て い る 第 ３ の 位 置 ４ １ で も さ ら に 示 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ の 向 き は 、 ３ つ 全 て の
平 面 で 変 更 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ こ で 図 ２ １ Ｂ を 参 照 さ れ た い 。 釘 １ ４ の 上 方 か ら 見 た ネ ジ １ ２ が 示 さ れ て い る 。 釘 組
立 体 １ ０ は 、 実 線 で 示 さ れ て い る 第 １ の 位 置 ３ ７ に 配 置 で き る ネ ジ １ ２ を 含 む 。 ネ ジ １ ２
は 、 破 線 で 示 さ れ て い る 第 ２ の 位 置 ３ ９ に 配 置 す る こ と も で き る 。 ネ ジ １ ２ は 、 例 え ば 、
破 線 で 示 さ れ て い る 第 ３ の 位 置 ４ １ に 配 置 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ こ で 図 ２ ２ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 １ ０ が 、 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ を 構 成 し て
い る ネ ジ １ ２ と 共 に 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ は 、 小 転 子 骨 折 部 に 対 し て
大 転 子 を 固 定 す る た め に 用 い ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ は
、 ブ シ ュ ２ ０ と 共 に 釘 組 立 体 １ ０ を 構 成 す る 釘 １ ４ を 含 む 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ブ シ ュ ２ ０ は 、 ブ シ ュ 中 心 線 ３ ６ が 大 転 子 ９ か ら 小 転 子 １ １ に 延 び る よ う に 向 い て い る
。 釘 組 立 体 １ ０ の ブ シ ュ ２ ０ を 、 ブ シ ュ ２ ０ の 横 中 心 線 ３ ６ が 大 転 子 ９ か ら 小 転 子 １ １ ま
で 一 列 に な る よ う に 位 置 に 回 転 さ せ 、 固 定 プ ラ グ ５ ４ を 用 い て 、 ブ シ ュ ２ ０ を 釘 １ ４ に 固
定 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ネ ジ １ ２ の 頭 部 ９ ０ は 、 大 転 子 ９ で 皮 質 骨 ３ に 支 持 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ の シ ャ ン ク ３
４ は 、 ブ シ ュ ２ ０ 内 を 通 り 、 ネ ジ １ ２ の ネ ジ 山 ９ ６ は 、 大 腿 骨 ４ 内 に 延 び 、 図 ２ ２ Ａ に 示
さ れ て い る よ う に 、 大 腿 骨 ４ の 小 転 子 １ １ に 近 接 し た 皮 質 骨 ３ 内 に 延 び る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 こ こ で 図 ２ ３ を 参 照 さ れ た い 。 骨 折 部 １ ３ が 大 腿 骨 ４ の 頚 部 ５ に 延 在 す る 大 腿 骨 ４ が 示
さ れ て い る 。 骨 折 部 １ ３ は 、 頚 部 ５ を 横 断 す る よ う に 延 在 し て い る 。 図 ２ ３ に 示 さ れ て い
る よ う に 、 釘 組 立 体 １ ０ の ブ シ ュ ２ ０ は 、 ネ ジ １ ２ が 釘 組 立 体 １ ０ の ブ シ ュ ２ ０ 内 に 配 置
さ れ た 時 に 、 こ の ネ ジ １ ２ が 骨 折 部 １ ３ に 交 差 し て 、 ネ ジ １ ２ が 骨 頭 ７ を 大 腿 骨 ４ の 残 り
の 部 分 に 固 定 す る 働 き を す る よ う に 、 ブ シ ュ ２ ０ の 横 開 口 ３ ２ の 中 心 線 ３ ６ が 配 置 さ れ る
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よ う 、 矢 印 ６ ４ の 方 向 に 回 転 す る こ と が で き る 。 図 ２ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ シ ュ ２
０ の 開 口 ３ ２ の 長 さ 方 向 軸 ３ ６ は 、 骨 頭 ７ を 大 腿 骨 ４ に 適 切 に 固 定 す る よ う に 整 合 し て い
る 。 固 定 プ ラ グ ５ ４ を 用 い て 、 ブ シ ュ ２ ０ を 釘 １ ４ に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 こ こ で 図 ２ ４ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ が 、 図 示 さ れ て い る
よ う に 、 長 さ 方 向 の 骨 折 部 １ ５ が 大 腿 骨 ４ の 本 体 か ら 頚 部 ５ を 経 て 骨 頭 ７ 内 に 至 っ て い る
大 腿 骨 ４ に 用 い ら れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０ が 、 骨 頭 ７ を 大 腿 骨 ４ に 適 切 に 固 定 す る べ く 、
ネ ジ １ ２ が 骨 折 部 １ ５ を 横 断 す る よ う に 延 び る よ う 方 向 付 け さ れ て い る こ と を 理 解 さ れ た
い 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 ２ ４ に 示 さ れ て い る よ う に ネ ジ １ ２ は 、 適 切 な 角 度 で 骨 折 部 １ ５ に 交 差 し て 、 骨 頭 ７
を 大 腿 骨 ４ に 適 切 に 固 定 す る こ と が で き る よ う に 、 頚 部 ５ お よ び 骨 頭 ７ の 物 理 的 中 心 線 と
は 異 な る 方 向 に 向 け る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ０ は 、 そ の 横 軸 ３ ６ が 適 切 な 向 き に あ る 状
態 で 方 向 付 け ら れ た ら 、 固 定 プ ラ グ ５ ４ を ブ シ ュ ２ ０ に 固 定 し て 固 定 プ ラ グ ５ ４ を 釘 １ ４
に 固 定 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ こ で 図 ２ ５ を 参 照 さ れ た い 。 大 腿 骨 ４ の 遠 位 顆 部 分 １ ７ か ら 大 腿 骨 ４ の 髄 管 ２ 内 に 挿
入 さ れ た 本 発 明 の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ が 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４
は 、 釘 組 立 体 １ ０ を 形 成 す る 釘 １ ４ お よ び ブ シ ュ ２ ０ を 含 む 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 大 腿 骨 ４
の 遠 位 顆 部 分 １ ７ を 通 っ て 髄 管 ２ 内 に 挿 入 さ れ て い る 。 ネ ジ １ ２ は 、 大 腿 骨 ４ の 遠 位 顆 部
分 １ ７ の 皮 質 骨 ３ を 通 し て 挿 入 さ れ 、 ブ シ ュ ２ ０ の ブ シ ュ 開 口 ３ ２ を 経 て 大 腿 骨 ４ 内 に 至
っ て い る 。 大 腿 骨 ４ の 遠 位 顆 部 分 １ ７ 内 に 植 え 込 ま れ た こ の よ う な 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体
８ ４ は 、 逆 方 向 釘 と 呼 ば れ る 場 合 が 多 い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 １ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ４ は 、 手 術 中 に （ interoperatively） 固 定 さ れ た 頚 部 角
度 α を 有 す る こ と が で き る が 、 こ の 頚 部 角 度 α は 、 例 え ば 、 釘 組 立 体 １ ０ を 患 者 に 植 え 込
む 前 に 手 術 室 の 台 で 予 め 設 定 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 図 ２ ６ に 、 大 腿 骨 ４ の 前 後 図 の Ｘ 線 写 真 ４ ５ が 示 さ れ て い る 。 Ｘ 線 写 真 ４ ５ に
示 さ れ て い る よ う に 、 大 腿 骨 ４ の 頚 部 ５ お よ び 骨 頭 ７ が 、 頚 部 角 度 α と し て 定 義 さ れ た 角
度 を 大 腿 骨 ４ と な し て い る 。 頚 部 角 度 α は 、 Ｘ 線 写 真 ４ ５ か ら 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 こ こ で 図 ２ ７ を 参 照 さ れ た い 。 ブ シ ュ ２ ０ を 釘 １ ４ 内 に 位 置 決 め す る た め の 装 置 ４ ７ が
示 さ れ て い る 。 装 置 ４ ７ は 、 釘 組 立 体 １ ０ と 共 に 釘 キ ッ ト ４ ９ を 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 装 置 ４ ７ は 、 例 え ば 、 図 １ ～ 図 ４ の 釘 組 立 体 １ ０ な ど の 髄 内 釘 と 共 に 使 用 す る た め の 固
定 具 の 形 態 に す る こ と が で き る 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 例 え ば 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 さ れ て い る 釘
１ ４ な ど の 釘 本 体 を 含 む 。 釘 組 立 体 １ ０ は 、 釘 １ ４ に 対 し て 方 向 付 け る こ と が で き る 図 １
の ネ ジ １ ２ な ど の ネ ジ を 受 容 す る た め の ブ シ ュ ２ ０ な ど の ネ ジ 機 能 部 も 含 む 。 固 定 具 ４ ７
は 、 釘 １ ４ に 対 し て ブ シ ュ ２ ０ を 方 向 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 固 定 具 ４ ７ は 、 釘 １ ４ と 協 働 す る た め の 第 １ の 部 分 ５ １ を 含 む 。 固 定 具 ４ ７ は 、 第 ２ の
部 分 ５ ３ も 含 む 。 第 ２ の 部 分 ５ ３ は 、 釘 １ ４ に 対 す る ブ シ ュ ２ ０ の 複 数 の 位 置 の １ つ に 一
致 す る こ と が で き る 。 固 定 具 ４ ７ は 、 ブ シ ュ ２ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 ３ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能
に 適 合 す る 固 定 ピ ン の 形 態 で あ る 、 例 え ば 図 ２ ７ に 示 さ れ て い る よ う な 機 能 部 ５ ５ と 協 働
す る ネ ジ 機 能 部 も 含 む 。 固 定 ピ ン は 、 例 え ば 、 ネ ジ １ ２ の 形 態 と し て も よ い し 、 別 の 構 成
要 素 と し て も よ い 。 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ は 、 ブ シ ュ ２ ０ と 協 働 し て 第 ２ の 部
分 ５ ３ と 共 に 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 第 ２ の 部 分 ５ ３ は 、 図 ２ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の 部 分 ５ １ に 対 し て 固 定 し て 配
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置 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ の 部 分 ５ ３ は 、 第 １ の
部 分 ５ １ と 一 体 に す る こ と が で き る 。 別 法 で は 、 第 ２ の 部 分 ５ ３ は 、 第 １ の 部 分 に 対 し て
選 択 可 能 に 配 置 可 能 と す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 ２ の 部 分 ５ ３ は 、 第 １ の 部 分 ５ １ に
対 し て 旋 回 可 能 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の 旋 回 位 置 は 、 ブ シ ュ ２ ０ の 中 心 に 一 致 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 釘 １ ４ は 、 釘 １ ４ を 第 １ の 部 分 ５ １ に 寄 り か か ら せ る 単 純 な 重 力 で 第 １ の 部 分 ５ １ に 配
置 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の 部 分 ５ １ は 、 釘 １ ４
の 外 面 を 支 持 す る Ｖ 型 を な す 一 対 の 平 面 の 形 態 で あ る 。 第 １ の 部 分 ５ １ を 形 成 す る 平 面 は
、 重 力 に よ り 釘 １ ４ が 第 １ の 部 分 ５ １ に 保 持 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 釘 １ ４ は 、 こ
の 釘 １ ４ を 第 １ の 部 分 ５ １ に 対 し て 配 置 し て 保 持 で き る コ レ ッ ト 、 ク ラ ン プ 、 付 勢 部 材 、
ま た は 任 意 の 他 の 装 置 に よ っ て 固 定 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 固 定 具 ４ ７ は 、 そ の 第 １ の 部 分 ５ １ に 釘 １ ４ を 固 定 す る た め の 手 段 も 含 む こ と が で き る
。 こ の 固 定 手 段 は 、 例 え ば 、 固 定 具 ４ ７ の 第 １ の 部 分 ５ １ に 取 り 付 け る こ と が で き る ク ラ
ン プ ５ ７ の 形 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ は 、 ブ シ ュ ２ ０ と 協 働 し て ブ シ ュ ２ ０ の 向 き を 表 示 で
き る 任 意 の 機 能 部 と す る こ と が で き る 。 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ は 、 ブ シ ュ ２ ０
に 形 成 さ れ た 開 口 ３ ２ に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る こ と が で き る 。 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機
能 部 ５ ５ は 、 実 際 は 、 単 純 に 、 患 者 に 植 え 込 ま れ る ネ ジ １ ２ と す る こ と が で き る 。 単 純 に
す る た め 、 お よ び 植 え 込 ま れ る ネ ジ １ ２ の 汚 染 を 防 止 す る た め に 、 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る
機 能 部 ５ ５ は 、 例 え ば 、 第 ２ の 部 分 ５ ３ と 協 働 す る 円 柱 ピ ン な ど の 別 個 の 構 成 要 素 と す る
こ と が で き る 。 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ は 、 第 ２ の 部 分 ５ ３ と 協 働 す る チ ッ プ す
な わ ち ポ イ ン タ ５ ９ を 含 む こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 固 定 具 ４ ７ は 、 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ を 固 定 具 ４ ７ の 第 ２ の 部 分 ５ ３ に 固 定
す る た め の 手 段 も 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ は 、 第 ２
の 部 分 ５ ３ に 取 り 付 け ら れ て 第 ２ の 部 分 ５ ３ に ピ ン ５ ５ を 固 定 す る ク ラ ン プ ６ １ の 形 態 で
あ る 、 ピ ン ５ ５ を 固 定 す る た め の 手 段 を 備 え た ピ ン と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 固 定 具 ４ ７ は 、 釘 １ ４ に 対 す る ネ ジ 機 能 部 ２ ０ の 位 置 を 測 定 す る た め の 計 器 ６ ３ も 含 む
こ と が で き る 。 例 え ば 、 計 器 ６ ３ は 、 固 定 具 ４ ７ の 第 ２ の 部 分 に 設 け ら れ た 分 度 器 ６ ３ す
な わ ち 一 連 の 刻 み 線 の 形 態 に す る こ と が で き る 。 分 度 器 ６ ３ は 、 概 ね 平 面 で あ っ て 、 ピ ン
５ ５ の ポ イ ン タ ５ ９ を オ ー バ ー レ イ す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 固 定 具 ４ ７ は 、 釘 １ ４ に 対 す る 横 開 口 ３ ２ の 角 度 関 係 を 事 前 設 定 す る た め の 事 前 設 定 機
能 部 ６ ５ も 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 事 前 設 定 機 能 部 ６ ５ は 、 ピ ン ５ ５ と 協 働 し て 横 開
口 ３ ２ の 角 度 関 係 を 特 定 の 角 度 関 係 α に 事 前 設 定 す る ば ね 付 勢 戻 り 止 め の 形 態 に す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 固 定 具 ４ ７ は 、 第 １ の 部 分 ５ １ お よ び ／ ま た は ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 機 能 部 ５ ５ が 、 直
径 、 長 さ 、 お よ び 形 状 が 異 な る 複 数 の 髄 内 釘 に 対 応 す る よ う に 構 成 さ れ る よ う 構 成 で き る
こ と を 理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、 図 ２ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の 部 分 ５ １ は 、 Ｖ 型 を
形 成 す る 一 対 の 平 面 の 形 態 に し て 、 そ の 結 果 、 釘 １ ４ が 相 反 す る 方 向 に 延 在 で き る よ う に
し 、 様 々 な 長 さ の 釘 １ ４ を 固 定 具 ４ ７ と 共 に 使 用 可 能 に す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 Ｖ 型
を 形 成 す る 平 面 を 備 え た 第 １ の 部 分 ５ １ を 用 い る こ と に よ り 、 様 々 な 直 径 の 釘 １ ４ が 可 能
と な る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 こ こ で 図 ２ ７ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 釘 キ ッ ト ４ ９ の 装 置 ４ ７ の 第 ２ の 分 度 器 ６ ３ Ａ が 示 し
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て い る 。 第 ２ の 分 度 器 ６ ３ Ａ は 、 図 ２ ７ の 第 １ の 分 度 器 ６ ３ に や や 類 似 し て い る 。 第 ２ の
分 度 器 ６ ３ Ａ を 用 い て 、 装 置 ４ ７ の 第 １ の 部 分 ５ １ の ウ エ ッ ジ す な わ ち Ｖ 型 部 分 内 の 釘 １
４ を 回 転 可 能 に 方 向 付 け る こ と が で き る 。 第 ２ の 分 度 器 ６ ３ Ａ は 、 第 ２ の 協 働 機 能 部 ５ ５
Ａ か ら 延 び る こ と が で き る ポ イ ン タ ５ ９ Ａ と 協 働 す る 表 示 （ indicia） ６ ７ Ａ を 含 む 。 第
２ の 協 働 機 能 部 ５ ５ Ａ は 、 釘 １ ４ に 形 成 さ れ た 角 度 方 向 機 能 部 ９ ９ と 協 働 す る 。 角 度 方 向
機 能 部 ９ ９ は 、 線 形 に 整 合 し て い る 一 組 の ノ ッ チ の 形 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 釘 １ ４ が 矢 印 ３ ８ Ａ の 方 向 に 回 転 し て 、 ポ イ ン タ ５ ９ Ａ に 、 分 度 器 ６ ３ Ａ の 表 示 ６ ７ Ａ
の 異 な る 部 分 を 通 過 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ポ イ ン タ ５ ９ Ａ は 、 例 え ば 、 中 心 線 ３ ６ Ａ か ら 両 方 向 に 所 与 の 距 離 す な わ ち θ の 距 離 を
移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 こ こ で 図 ２ ８ を 参 照 さ れ た い 。 分 度 器 ６ ３ の 上 に 位 置 し て い る ポ イ ン タ ５ ９ が 示 さ れ て
い る 。 分 度 器 ６ ３ は 、 目 盛 ６ ９ の 形 態 に で き る 表 示 ６ ７ お よ び 対 応 す る 数 字 ま た は 文 字 ７
１ を 含 む こ と が で き る 。 数 字 お よ び ／ ま た は 文 字 ７ １ は 、 釘 １ ４ に 対 す る ブ シ ュ 開 口 ３ ２
の 特 定 の 角 度 す な わ ち 特 定 の 所 望 の 角 度 位 置 α に 一 致 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 対 応 す る 機 能 部 す な わ ち ピ ン ５ ５ は 、 図 ２ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ポ イ ン タ ５ ９ が 分
度 器 ６ ３ の 表 示 ６ ７ に 示 さ れ て い る 適 切 な 位 置 に 整 合 す る ま で 回 転 す な わ ち 一 直 線 に す る
こ と が で き る 。 ポ イ ン タ ５ ９ が 、 分 度 器 ６ ３ の 適 切 な 表 示 ６ ７ の 上 に き た ら 、 釘 組 立 体 １
０ が 、 体 内 に 移 植 す る の に 適 切 に 方 向 付 け ら れ る よ う に 、 固 定 ピ ン ５ ４ を 回 転 さ せ て 固 定
ピ ン ５ ４ を ブ シ ュ ２ ０ に 固 定 す る 。 次 に 、 ピ ン ５ ５ を ブ シ ュ 開 口 ３ ２ か ら 取 り 外 し 、 釘 組
立 体 １ ０ は 、 植 え 込 む 準 備 が で き る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 こ こ で 図 ２ ８ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 釘 キ ッ ト ４ ９ の 装 置 ４ ７ が 、 分 度 器 ６ ３ Ａ と 共 に 詳 細
に 示 さ れ て い る 。 分 度 器 ６ ３ Ａ は 、 ポ イ ン タ ５ ９ Ａ が 延 び て い る 協 働 機 能 部 ５ ５ Ａ を 含 む
。 ポ イ ン タ ５ ９ Ａ は 、 分 度 器 ６ ３ Ａ に 形 成 さ れ た 表 示 ６ ７ Ａ に 整 合 し て い る 。 文 字 ま た は
数 字 の 形 態 の 符 号 ７ １ Ａ を 、 ポ イ ン タ ５ ９ Ａ の 位 置 を 容 易 に 表 す こ と が で き る よ う に 表 示
６ ７ Ａ に 関 連 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 こ こ で 図 ２ ９ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 が 釘 組 立 体 １ １ ０ と し て 示 さ れ て
い る 。 釘 組 立 体 １ １ ０ は 、 転 子 釘 組 立 体 の 形 態 で あ る 。 釘 組 立 体 １ １ ０ は 、 図 １ ～ 図 ４ の
釘 組 立 体 １ ０ に 類 似 し て い る が 、 こ の 釘 組 立 体 １ １ ０ の 転 子 釘 １ １ ４ が 、 そ の 遠 位 部 分 １
４ ４ に 整 合 し て い な い 、 ま た は 傾 斜 し た 近 位 部 分 １ ４ ２ を 含 む と い う 点 で 、 転 子 釘 １ １ ４
は 、 図 １ ～ 図 ４ の 釘 組 立 体 １ ０ の 釘 １ ４ と は 異 な っ て い る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 近 位 部 分 １ ４ ２ は 、 遠 位 部 分 １ ４ ４ の 中 心 線 １ １ ８ と 角 度 θ を な す 近 位 部 分 中 心 線 １ ７
３ を 画 定 し て い る 。 こ の 角 度 θ は 、 転 子 釘 組 立 体 １ １ ０ を 、 大 腿 骨 ４ の 大 転 子 ９ を 介 し て
挿 入 し や す い よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 図 ２ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 転 子 釘 組 立 体 １ １ ０ は 、 転 子 釘 １ １ ４ を 含 む 。 こ の 転 子
釘 １ １ ４ は 、 そ の 近 位 部 分 １ ４ ２ に 開 口 １ １ ６ を 画 定 し て い る 。 開 口 １ １ ６ は 、 ネ ジ １ １
２ を 受 容 す る た め の 横 開 口 １ ３ ２ を 画 定 す る ブ シ ュ １ ２ ０ を 受 容 す る 。 ブ シ ュ １ ２ ０ は 、
例 え ば 、 ク レ ー ド ル １ １ ９ と 固 定 ピ ン １ １ ６ と の 間 に 収 容 さ れ る な ど し て 釘 １ １ ４ に 回 転
可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 釘 １ １ ４ は 、 長 さ 方 向 中 心 線 １ １ ８ と 整 合 し た 長 さ 方 向 の 孔 １ ４
６ を 画 定 し て い る 。 釘 １ １ ４ は 、 図 ２ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の 遠 位 開 口 １ ７ ０ お
よ び 第 ２ の 遠 位 開 口 １ ７ ２ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 こ こ で 図 ３ ０ を 参 照 さ れ た い 。 釘 １ １ ４ の 遠 位 部 分 １ ４ ４ は 、 直 線 す な わ ち 線 形 に し て
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も よ い し 、 図 ３ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 大 腿 骨 の 髄 管 の 弧 す な わ ち 曲 線 に 一 致 す る よ う
に 弧 状 す な わ ち 曲 線 状 に し て も よ い 。 図 ３ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 １ １ ４ の 遠 位 部 分
１ ４ ４ は 、 曲 線 状 で あ る か 、 ま た は 基 点 １ ７ ８ か ら 延 び る 半 径 Ｒ ２ に よ っ て 画 定 さ れ た 弧
を 形 成 し て い る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 釘 は 、 股 関 節 頚 部 の 骨 折 に 用 い る 髄 内 釘 に 利 用 で き る が 、 本 発 明 の 釘 は 、 長 骨
の 骨 折 に お い て ほ か の 場 所 で 用 い る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ３ １ お よ び 図 ３ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 釘 は 、 図 ３ １ お よ び 図 ３
２ に 示 さ れ て い る 逆 方 向 大 腿 骨 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ２ ８ ４ に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 こ こ で 図 ３ １ を 参 照 さ れ た い 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ２ ８ ４ は 、 ネ ジ ２ １ ２ を 複 数 の 角
度 位 置 に 配 置 で き る 釘 組 立 体 ２ １ ０ を 含 む 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ２ ８ ４ は 、 図 ３ １ に 示
さ れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 ２ １ ０ の 釘 ２ １ ４ に 形 成 さ れ た 第 １ の 近 位 開 口 ２ ７ ０ 内 に ス
ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る 第 １ の 近 位 ネ ジ ２ ８ ６ も 含 む 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ２ ８ ４ は 、 釘
２ １ ４ に 形 成 さ れ た 第 ２ の 近 位 開 口 ２ ７ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る 第 ２ の 近 位 ネ ジ ２
８ ８ も 含 む 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 図 ３ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ２ ８ ４ は 、 釘 ２ １ ４ に ス ラ イ ド 可
能 に 適 合 す る 第 ２ の 遠 位 ネ ジ ２ ７ ５ も 含 む こ と が で き る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ２ ８ ４ は
、 ブ シ ュ ２ ２ ０ が 適 合 す る 遠 位 開 口 ２ １ ６ を 含 む 釘 ２ １ ４ を 含 む 。 ブ シ ュ ２ ２ ０ は 、 ネ ジ
２ １ ２ が ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る 開 口 ２ ３ ２ を 含 む 。 ブ シ ュ ２ ２ ０ の 開 口 ２ ３ ２ は 、 必 要
に 応 じ て 、 釘 ２ １ ４ の 軸 ２ １ ８ に 対 し て 調 節 で き る 軸 ２ ３ ６ を 含 む 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 こ こ で 図 ３ ２ を 参 照 さ れ た い 。 ブ シ ュ ２ ２ ０ は 、 例 え ば 、 釘 ２ １ ４ に 螺 合 す る 固 定 プ ラ
グ ２ ５ ４ に よ っ て 選 択 可 能 に 固 定 す る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ２ ２ ０ は 、 例 え ば 、 釘 ２ １ ４
に 形 成 さ れ た ク レ ー ド ル ２ １ ９ と 固 定 プ ラ グ ２ ５ ４ と の 間 で 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 釘 は 、 大 腿 骨 に 使 用 す る の に 特 に 適 し て い る が 、 本 発 明 の 釘 は 、 例 え ば 脛 骨 な
ど の 他 の 長 骨 に も 用 い る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ３ ３ お よ び 図 ３ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 釘 は 、 釘 組 立 体 ３ １ ０ の
形 態 に す る こ と が で き る 。 図 ３ ３ お よ び 図 ３ ４ に 示 さ れ て い る 釘 組 立 体 ３ １ ０ は 、 脛 骨 に
用 い る 釘 の 形 態 に す る こ と が で き る 。 こ の よ う な あ る 釘 は 、 図 ３ ３ お よ び 図 ３ ４ に 示 さ れ
て い る よ う に 、 釘 融 合 （ nail fusion） に 用 い る こ と が で き る 。 釘 組 立 体 ３ １ ０ は 、 図 ３
３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 体 の 踵 骨 ７ ９ 内 に 挿 入 し 、 さ ら に 脛 骨 ７ ７ の 髄 管 ９ ４ を 通 し て
挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 釘 組 立 体 ３ １ ０ は 、 釘 ３ １ ４ を 含 む こ と が で き る 。 釘 ３ １ ４ は 、 ブ シ ュ ３ ２ ０ が 適 合 す
る 横 開 口 ３ １ ６ を 含 む 。 ブ シ ュ ３ ２ ０ は 、 例 え ば 、 釘 ３ １ ４ に 形 成 さ れ た ク レ ー ド ル ３ １
９ と 固 定 プ ラ グ ３ ５ ４ と の 間 に 拘 束 さ れ る な ど し て 釘 ３ １ ４ に 回 転 可 能 に 適 合 す る 。 釘 組
立 体 ３ １ ０ は 、 近 位 部 分 ３ ４ ２ 、 お よ び 開 口 ３ １ ６ が 設 け ら れ て い る 遠 位 部 分 ３ ４ ４ を 含
む 。 遠 位 部 分 ３ ４ ４ は 、 ブ シ ュ ３ ２ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 ３ ３ ２ が 適 切 に 配 置 さ れ る と 、 ブ
シ ュ ３ ２ ０ を 適 所 に 選 択 的 に 固 定 す る 固 定 プ ラ グ ３ ５ ４ も 含 む こ と が で き る 。 釘 ３ １ ４ は
、 そ の 中 心 線 ３ １ ８ に 沿 っ て 延 び る 長 さ 方 向 の 孔 ３ ４ ６ も 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 釘 は 、 足 か ら 挿 入 す る 脛 骨 釘 に 用 い る こ と が で き る が 、 本 発 明 の 釘 は 、 図 ３ ５
に 示 さ れ て い る よ う に 、 例 え ば 、 脛 骨 ７ ７ の 近 位 部 分 を 通 し て 挿 入 さ れ る 釘 組 立 体 ４ １ ０
の 形 態 に で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ６ １ 】
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　 釘 組 立 体 ４ １ ０ は 、 ブ シ ュ ４ ２ ０ が 適 合 す る 横 ブ シ ュ 開 口 ４ ３ ２ を 画 定 す る 釘 ４ １ ４ を
含 む 。 ブ シ ュ ４ ２ ０ は 、 釘 ４ １ ４ に 形 成 さ れ た ク レ ー ド ル ４ １ ９ と 固 定 ピ ン ４ ５ ４ と の 間
に 拘 束 さ れ て 、 ブ シ ュ ４ ２ ０ に 回 転 可 能 に 適 合 し う る 。 ブ シ ュ ４ ２ ０ は 、 釘 組 立 体 ４ １ ０
を 形 成 す る た め に ネ ジ ４ １ ２ を 受 容 す る た め の ブ シ ュ 開 口 ４ ３ ２ を 含 む こ と が で き る 。 釘
４ １ ４ は 、 ブ シ ュ ４ ２ ０ が 配 置 さ れ る 近 位 部 分 ４ ４ ２ 、 お よ び 遠 位 開 口 ４ ７ ０ お よ び ４ ７
２ を 備 え る こ と が で き る 遠 位 部 分 ４ ４ ４ も 含 む こ と が で き る 。 釘 ４ １ ４ は 、 カ ニ ュ ー レ 状
に す る 、 す な わ ち 釘 ４ １ ４ の 中 心 線 ４ １ ８ に 沿 っ て 形 成 さ れ た 長 さ 方 向 の 孔 ４ ４ ６ を 含 む
こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 こ こ で 図 ３ ６ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の 釘 組 立 体 は 、 足 の 長 骨 以 外 の 他 の 骨 に も 用 い る
こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、 本 発 明 の 釘 は 、 例 え ば 、 上 腕 骨 ７ ９ に 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 図 ３ ６ に 示 さ れ て い る 釘 組 立 体 ５ １ ０ は 、 長 骨 ７ ９ の 髄 管 １ ８ １ に 近 位 側 に 挿 入 さ れ る
釘 ５ １ ４ を 含 む こ と が で き る 。 釘 ５ １ ４ は 、 例 え ば 、 釘 ５ １ ４ に 形 成 さ れ た ク レ ー ド ル ５
１ ９ と 釘 ５ １ ４ に 固 定 さ れ た 固 定 プ ラ グ ５ ５ ４ と の 間 に 拘 束 さ れ る こ と に よ っ て ブ シ ュ ５
２ ０ が 回 転 可 能 に 適 合 す る 開 口 ５ １ ６ を 含 む こ と が で き る 。 釘 ５ １ ４ お よ び ブ シ ュ ５ ２ ０
が 固 定 プ ラ グ ５ ５ ４ と 一 体 に な っ て 、 釘 組 立 体 ５ １ ０ を 構 成 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 釘 ５ １ ４ は 、 図 ３ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 長 さ 方 向 中 心 線 ５ １ ８ を 画 定 し て い る 遠 位
部 分 ５ ４ ４ を 含 む こ と が で き る 。 釘 ５ １ ４ は 、 遠 位 部 分 ５ ４ ４ か ら 延 び る 近 位 部 分 ５ ４ ２
も 含 む こ と が で き る 。 近 位 部 分 ５ ４ ２ は 、 開 口 ５ １ ６ を 含 む 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ブ シ ュ ５ ２ ０ は 、 ネ ジ ５ １ ２ が ス ラ イ ド 可 能 に 通 り 抜 け る ブ シ ュ ネ ジ 開 口 ５ ３ ２ を 含 む
。 ネ ジ ５ １ ２ と 釘 組 立 体 ５ １ ０ が 一 体 に な っ て 、 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ５ ８ ４ を 構 成 す る
。 釘 ５ １ ４ は 、 そ の 長 さ 方 向 中 心 線 ５ １ ８ と 同 心 に 延 び る 長 さ 方 向 の 孔 ５ ４ ６ を 含 む こ と
が で き る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 こ こ で 図 ３ ７ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 釘 組 立 体 ６ １ ０ と し て 示
さ れ て い る 。 釘 組 立 体 ６ １ ０ は 、 釘 ６ １ ４ を 含 む 。 釘 ６ １ ４ は 、 プ ラ グ ７ ５ ６ を 受 容 す る
た め の ポ ケ ッ ト ６ ６ １ を 画 定 し て い る 近 位 部 分 ６ ４ ２ を 含 む 。 釘 ６ １ ４ は 、 ブ シ ュ ６ ２ ０
を 部 分 的 に 受 容 す る た め の ク レ ー ド ル ６ １ ９ を 画 定 し て い る 。 ク レ ー ド ル ６ １ ９ は 、 凹 状
で あ っ て 、 図 ３ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 概 ね 半 球 形 で あ る 。 プ ラ グ ７ ５ ６ は 、 同 様 に 概
ね 半 球 形 で あ っ て ブ シ ュ ６ ２ ０ の 外 面 ６ ２ ２ と 結 合 す る 凹 面 ６ ３ ５ を 含 む 。 プ ラ グ ７ ５ ６
は 、 任 意 の 適 当 な 方 法 で 釘 ６ １ ４ に 固 定 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ３ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、
プ ラ グ ７ ５ ６ は 、 ネ ジ ６ ６ ４ を 受 容 す る 横 開 口 ６ ６ ６ を 含 む 。 ネ ジ ６ ６ ４ は 、 釘 ６ １ ０ に
形 成 さ れ た 、 ネ ジ が 設 け ら れ た ポ ケ ッ ト ６ ６ ８ に 螺 合 す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 こ こ で 図 ３ ８ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 ６ １ ０ が 、 釘 ６ １ ４ お よ び プ ラ グ ７ ５ ６ と 共 に
示 さ れ て い る 。 図 ３ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 ６ １ ０ は 、 プ ラ グ ７ ５ ６ に よ っ て
収 容 さ れ た ブ シ ュ ６ ２ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 ６ ３ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る ネ ジ ６ １ ２
も 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 こ こ で 図 ３ ９ を 参 照 さ れ た い 。 プ ラ グ ７ ５ ６ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 プ ラ グ ７ ５ ６ は 、
ネ ジ ６ ６ ４ を 受 容 す る た め の 横 開 口 ６ ６ ６ 、 お よ び ブ シ ュ ６ ２ ０ を 受 容 す る た め の 凹 面 ６
３ ５ を 含 む 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 こ こ で 図 ４ ０ を 参 照 さ れ た い 。 ネ ジ ６ ６ ４ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 ネ ジ ６ ６ ４ は 、 頭 部
６ ９ ０ 、 お よ び ネ ジ が 設 け ら れ た シ ャ ン ク ６ ３ ４ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
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　 図 １ ～ 図 ４ ０ に 示 さ れ て い る 本 発 明 は 、 髄 内 釘 内 で 回 転 す る ブ シ ュ を 提 供 す る が 、 本 発
明 は 、 平 行 移 動 お よ び 回 転 す る ブ シ ュ を 備 え た 釘 の 形 態 に も す る こ と が で き る こ と を 理 解
さ れ た い 。 ブ シ ュ ７ ２ ０ は 、 釘 ７ １ ４ の 平 坦 部 ま た は 凹 部 （ 不 図 示 ） と 協 働 し て ブ シ ュ ７
２ ０ の 回 転 を 防 止 す る 平 坦 部 ま た は 突 出 部 （ 不 図 示 ） を 有 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ
れ た い 。 こ の よ う な 場 合 、 ブ シ ュ は 、 １ つ の 軸 を 中 心 に 回 転 す る だ け で あ る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 例 え ば 、 図 ４ １ ～ 図 ４ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 が 釘 組 立 体 ７ １
０ と し て 示 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 ７ １ ０ は 、 ブ シ ュ ７ ２ ０ と 協 働 す る 釘 ７ １ ４ を 含 む 。 ブ
シ ュ ７ ２ ０ は 、 回 転 し 、 か つ 釘 ７ １ ４ の 長 さ 方 向 軸 ７ １ ８ に 沿 っ て 平 行 移 動 す る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 ブ シ ュ ７ ２ ０ は 、 任 意 の 適 当 な 方 式 で 長 さ 方 向 軸 ７ １ ８ に 沿 っ て 平 行 移 動 お よ び 回 転 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ４ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ シ ュ ７ ２ ０ は 、 釘 ７ １ ４ に 形
成 さ れ た 円 柱 の 開 口 ７ ４ ６ に 沿 っ て 平 行 移 動 お よ び 回 転 す る こ と が で き る 。 ブ シ ュ ７ ２ ０
は 、 釘 ７ １ ４ に 形 成 さ れ た 弓 状 部 分 ７ ８ １ と 結 合 す る 外 面 ７ ２ ２ を 含 む 。 弓 状 部 分 ７ ８ １
は 、 円 柱 開 口 ７ ４ ６ の 一 部 と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 再 び 図 ４ １ を 参 照 さ れ た い 。 ブ シ ュ ７ ２ ０ は 、 任 意 の 適 当 な 方 式 で 釘 ７ １ ４ 内 に 固 定 可
能 に 配 置 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ４ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 ７ １ ０ は 、
ブ シ ュ ７ ２ ０ の 一 端 を 配 置 す る た め に 釘 ７ １ ４ に 螺 合 す る 遠 位 固 定 プ ラ グ ７ ５ ６ も 含 む こ
と が で き る 。 遠 位 固 定 プ ラ グ ７ ５ ６ と 向 か い 合 っ た 、 近 位 固 定 プ ラ グ ７ ８ ７ は 、 釘 ７ １ ４
に 螺 合 す る こ と が で き 、 ブ シ ュ ７ ２ ０ に 接 し て 配 置 可 能 で 、 ブ シ ュ ７ ２ ０ を 遠 位 固 定 プ ラ
グ ７ ５ ６ と 近 位 固 定 プ ラ グ ７ ８ ７ と の 間 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 図 ４ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ネ ジ を 受 容 す る た め に 、 開 口 ７ ３ ２ が ブ シ ュ ７ ２ ０ に 形
成 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 ７ １ ０ が 、 大 腿 骨 頚 部 の ネ ジ と 共 に 用 い る 釘 と し て 用 い ら れ る 場
合 、 開 口 ７ ３ ２ は 、 ネ ジ が 大 腿 骨 の 頚 部 内 お よ び 骨 頭 内 に 進 入 す る よ う に 適 切 な 角 度 に 方
向 付 け る こ と が で き る 。 ネ ジ が 他 の 方 法 で 用 い ら れ る 場 合 、 開 口 ７ ３ ２ は 、 例 え ば 、 長 さ
方 向 軸 ７ １ ８ に 対 し て 直 角 を な す 、 す な わ ち 垂 直 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 こ こ で 図 ４ ３ を 参 照 さ れ た い 。 遠 位 プ ラ グ ７ ５ ６ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 遠 位 プ ラ グ ７
５ ６ は 、 釘 ７ １ ４ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ ７ ９ ８ 、 お よ び ブ シ ュ ７ ２ ０ （ 図 ４ １ お よ び 図 ４ ２ を
参 照 ） の 外 面 ７ ２ ２ を 受 容 す る た め の 凹 面 ７ ３ ５ を 含 む 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 こ こ で 図 ４ ４ を 参 照 さ れ た い 。 近 位 ブ シ ュ プ ラ グ ７ ８ ７ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 近 位 ブ
シ ュ プ ラ グ ７ ８ ７ は 、 概 ね 円 柱 状 で あ り 、 釘 ７ １ ４ に 係 合 す る 雄 ネ ジ ７ ９ ７ を 含 む 。 ブ シ
ュ プ ラ グ ７ ８ ７ は 、 ブ シ ュ ７ ２ ０ の 外 面 ７ ２ ２ と 協 働 す る ク レ ー ド ル ７ １ ９ も 含 む こ と が
で き る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 角 度 で 配 置 で き る １ つ の ネ ジ を 有 す る 釘 に 用 い る こ と が で き る が 、 本
発 明 は 、 様 々 な 角 度 で 配 置 す る た め に ２ つ の ネ ジ を 有 す る 釘 に も 用 い る こ と が で き る こ と
を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 に 従 っ て 、 図 ４ ５ を 参 照 す る と 、 釘 組 立 体 ８ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 釘 組
立 体 ８ １ ０ は 、 第 １ の 開 口 ８ １ ６ お よ び 離 間 し た 第 ２ の 釘 開 口 ８ ８ ９ を 有 す る 釘 ８ １ ４ を
含 む 。 第 １ の ブ シ ュ ８ ２ ０ が 、 第 １ の 釘 開 口 ８ １ ６ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 第 １
の ブ シ ュ 開 口 ８ ３ ２ が 、 第 １ の ブ シ ュ ８ ２ ０ に 形 成 さ れ 、 第 １ の ネ ジ （ 不 図 示 ） を 受 容 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 釘 開 口 ８ ８ ９ は 、 第 ２ の ブ シ ュ ８ ９ １ を 受 容 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 第 ２ の ブ シ ュ ８ ９ １ は 、 釘 ８ １ ４ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の ブ シ
ュ ８ ９ １ に 形 成 さ れ た 第 ２ の ブ シ ュ 開 口 ８ ９ ３ を 有 す る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
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　 第 ２ の ブ シ ュ 開 口 ８ ９ ３ は 、 第 ２ の ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 第 １ の ブ シ
ュ 開 口 ８ ３ ２ は 、 第 １ の ネ ジ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 理 解 さ れ た い 。 第 １
の ネ ジ お よ び 第 ２ の ネ ジ は 、 同 様 の 方 向 に 向 け る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 例 え
ば 、 第 １ の ネ ジ お よ び 第 ２ の ネ ジ の 両 方 を 、 大 腿 骨 の 頚 部 お よ び 骨 頭 内 に 配 置 す る こ と が
で き る 。 第 ２ の ネ ジ は 、 回 転 防 止 ネ ジ の 形 態 に し て 、 大 腿 骨 頚 部 が 骨 折 し た 場 合 に 、 大 腿
骨 の 骨 頭 お よ び ／ ま た は 頚 部 を 骨 幹 に 適 切 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 こ こ で 図 ４ ６ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 に 従 っ た 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ８ ４ が 示 さ れ て
い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ８ ４ は 、 釘 ８ １ ４ 、 第 １ の ブ シ ュ ８ ２ ０ 、 お よ び 第 ２ の ブ
シ ュ ８ ９ １ を 含 む 釘 組 立 体 ８ １ ０ を 含 む 。 第 １ の ネ ジ ８ １ ２ が 、 第 １ の ブ シ ュ ８ ２ ０ 内 に
ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 し 、 第 ２ の ネ ジ ８ ９ ５ が 、 第 ２ の ブ シ ュ ８ ９ １ を ス ラ イ ド 可 能 に 通 り
抜 け る 。 第 １ の ネ ジ ８ １ ２ お よ び 第 ２ の ネ ジ ８ ９ ５ は 、 大 腿 骨 ４ の 頚 部 ５ お よ び 骨 頭 ７ 内
に 延 び る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 こ こ で 図 ４ ７ を 参 照 さ れ た い 。 図 ４ ６ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ８ ４ の 別 の 使 用 が 詳 細
に 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ８ ４ は 、 釘 組 立 体 ８ １ ０ 、 第 １ の ネ ジ ８ １ ２ 、
お よ び 第 ２ の ネ ジ ８ ９ ５ を 含 む 。 釘 ８ １ ４ は 、 大 腿 骨 ４ の 髄 管 内 に 適 合 し 、 第 １ の ネ ジ ８
１ ２ は 、 釘 ８ １ ４ の 開 口 ８ １ ６ 内 に 適 合 す る ブ シ ュ ８ ２ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 ８ ３ ２ を ス ラ
イ ド 可 能 に 通 り 抜 け る 。 図 ４ ７ に 示 さ れ て い る ネ ジ ８ １ ２ は 、 大 腿 骨 ４ の 頚 部 お よ び 骨 頭
の 海 綿 骨 質 内 に 延 び る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 図 ４ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 ８ ８ ４ は 、 こ の 場 合 は 皮 質 ネ ジ ８
９ ５ で あ る 、 第 ２ の ネ ジ を 、 第 １ の ネ ジ ８ １ ２ か ら 傾 斜 し た 平 面 に 提 供 す る た め に ２ つ の
球 状 ブ シ ュ を 有 し 、 こ の 第 ２ の ネ ジ ８ ９ ５ が 第 １ の ネ ジ ８ １ ２ の 近 傍 を 通 過 す る こ と が で
き 、 釘 ８ ６ ４ が 、 頚 部 の 骨 折 お よ び 大 転 子 か ら 小 転 子 の 骨 折 の 両 方 に 対 応 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 釘 組 立 体 ８ ６ ４ は 、 皮 質 ネ ジ の 形 態 で あ る 図 ４ ７ に 示 さ れ て い る 第 ２ の ネ ジ ８ ９ ５ も 含
む 。 皮 質 ネ ジ ８ ９ ５ は 、 大 転 子 ９ か ら 小 転 子 １ １ に 延 び て い る 。 皮 質 ネ ジ ８ ９ ５ を 用 い て
、 そ の 遠 位 部 分 が 皮 質 骨 ３ 内 に 延 び る よ う に す る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 皮 質 ネ ジ ８ ９ ５ は 、 図 ４ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 大 転 子 ９ を 通 っ て 大 腿 骨 ４ 内 に 延 び
て い る 。 皮 質 ネ ジ ８ ９ ５ は 、 第 ２ の ブ シ ュ ８ ９ １ を 通 っ て 小 転 子 １ １ の 皮 質 壁 ３ 内 に 入 り
込 ん で い る た め 、 皮 質 ネ ジ ８ ９ ５ が 、 大 転 子 ９ お よ び 小 転 子 １ １ の 向 か い 合 っ た 皮 質 に 強
固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に 従 っ た 図 ４ ８ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 釘 組 立
体 ９ １ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 ９ １ ０ は 、 図 １ ～ 図 ４ の 釘 組 立 体 １ ０ に 類 似 し て
い る が 、 釘 の 近 位 部 分 の ネ ジ 開 口 の 特 定 の 角 度 方 向 を 事 前 に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ４ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 ９ １ ０ は 、 近 位 部 分 ９ ４ ２ を 有 す る 釘
９ １ ４ を 含 む 。 近 位 部 分 ９ ４ ２ は 、 ブ シ ュ ９ ２ ０ を 受 容 す る た め の 開 口 ９ １ ６ を 画 定 し て
い る 。 ブ シ ュ ９ ２ ０ は 、 ネ ジ （ 不 図 示 ） を 受 容 す る た め の ブ シ ュ ９ ２ ０ を 通 る 開 口 ９ ３ ２
を 画 定 し て い る 。 ブ シ ュ ９ ２ ０ は 、 事 前 選 択 機 能 部 ま た は 固 定 機 能 部 を 使 用 し て 、 複 数 の
異 な る 角 度 方 向 に 事 前 に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 例 え ば 、 図 ４ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ シ ュ ９ ２ ０ は 、 固 定 プ ラ グ ９ ５ ４ に 形 成 さ れ
た 先 端 部 （ tip） ９ ９ ８ と 協 働 す る 複 数 の 離 間 し た 凹 部 ９ ９ ７ を 含 む こ と が で き る 。 固 定
プ レ ー ト ９ ５ ４ は 、 釘 ９ １ ４ に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ ９ ５ ８ と 協 働 す る 雄 ネ ジ ９ ５ ６ を 含 む 。
凹 部 ９ ９ ７ と 先 端 部 ９ ９ ８ は 、 互 い に 協 働 し て 、 釘 ９ １ ４ の 長 さ 方 向 軸 ９ １ ８ に 対 す る 開
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口 ９ ３ ２ の 特 定 の 事 前 設 定 固 定 角 度 を 画 定 す る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 こ こ で 図 ４ ９ を 参 照 さ れ た い 。 釘 組 立 体 ９ １ ０ は 、 釘 ９ １ ４ お よ び ブ シ ュ ９ ２ ０ を 含 む
。 ブ シ ュ ９ ２ ０ は 、 図 ４ ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 内 ／ 外 平 面 お よ び 前 ／ 後 平 面 に 延 在 す
る 凹 部 ９ ９ ７ を 含 む 。 こ れ に よ り 、 内 ／ 外 平 面 お よ び 前 ／ 後 平 面 の 両 方 に お け る 動 き に 対
応 し た 選 択 位 置 が 可 能 と な る 。 凹 部 ９ ９ ７ は 、 釘 ９ １ ４ に 形 成 さ れ た 先 端 部 ９ ９ ８ と 協 働
す る 。 ブ シ ュ ９ ２ ０ は 、 ネ ジ ９ １ ２ を 受 容 す る た め の 中 心 孔 す な わ ち 開 口 ９ ３ ２ を 含 む 。
釘 ９ １ ４ は 、 こ の 釘 ９ １ ４ を 軸 方 向 に 貫 通 し た 長 さ 方 向 開 口 ９ ４ ６ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 こ こ で 図 ５ ０ 、 図 ５ １ 、 お よ び 図 ５ ２ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が
釘 組 立 体 １ ０ １ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 釘 組 立 体 １ ０ １ ０ は 、 釘 １ ０ １ ４ お よ び ブ シ ュ １
０ ２ ０ を 含 む 。 ブ シ ュ １ ０ ２ ０ は 、 ネ ジ １ ０ １ ２ を 受 容 す る た め の 中 心 開 口 １ ０ ３ ２ を 含
む 。 ブ シ ュ １ ０ ２ ０ は 、 様 々 な 方 式 で 釘 １ ０ １ ４ 内 に 受 容 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ５ ０ に 示 さ
れ て い る よ う に 、 釘 組 立 体 １ ０ １ ０ は 、 釘 １ ０ １ ４ に 螺 合 す る 対 向 し た プ ラ グ １ ０ ５ ６ も
含 む 。 例 え ば 、 図 ５ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 プ ラ グ １ ０ ５ ６ は 、 釘 １ ０ １ ４ に 形 成 さ れ
た 雌 ネ ジ １ ０ ８ ２ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ １ ０ ８ ０ を 含 む 。 プ ラ グ １ ０ ５ ６ は 、 ブ シ ュ １ ０ ２ ０
の 外 面 １ ０ ２ ２ と 結 合 す る 概 ね 半 球 形 状 を 有 す る こ と が で き る プ ラ グ 凹 面 １ ０ ７ ０ を 含 む
。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 こ こ で 図 ５ １ を 参 照 さ れ た い 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 １ ０ ８ ４ が 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン
プ ラ ン ト 組 立 体 １ ０ ８ ４ は 、 図 ５ ０ の 釘 １ ０ １ ０ 、 お よ び 釘 １ ０ １ ４ の ブ シ ュ １ ０ ２ ０ に
形 成 さ れ た 開 口 １ ０ ３ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る ネ ジ １ ０ １ ２ を 含 む 。 ネ ジ １ ０ １ ２
は 、 例 え ば 大 腿 骨 ４ な ど の 骨 に 係 合 す る た め の 頭 部 １ ０ ９ ０ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 こ こ で 図 ５ ２ を 参 照 さ れ た い 。 プ ラ グ １ ０ ５ ６ が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 プ ラ グ １ ０ ５ ６
は 、 プ ラ グ 凹 面 １ ０ ７ ０ お よ び 雄 ネ ジ １ ０ ８ ０ を 含 む 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 こ こ で 図 ５ ３ お よ び 図 ５ ４ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 釘 組 立 体 １
１ １ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 図 ５ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 釘 組 立 体 １ １ １ ０ は 、 釘 １ ０ １
４ を 含 む 。 釘 １ ０ １ ４ は 、 ブ シ ュ １ １ ２ ０ を 受 容 す る た め の 開 口 １ １ １ ６ を 画 定 し て い る
。 ブ シ ュ １ １ ２ ０ は 、 任 意 の 適 当 な 手 段 に よ っ て 開 口 １ １ １ ６ 内 に ス ナ ッ プ 式 に 適 合 す る
。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ５ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 釘 １ １ １ ４ は 、 開 口 １ １ １ ６ 内 に 延 び る リ ッ プ
す な わ ち 突 出 部 １ １ ７ ０ を 含 む 。 リ ッ プ １ １ ７ ０ は 、 開 口 １ １ １ ６ 内 に ブ シ ュ １ １ ２ ０ を
挿 入 す る 際 に 曲 が る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 こ こ で 図 ５ ４ を 参 照 さ れ た い 。 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 １ １ ８ ４ が 示 さ れ て い る 。 釘 イ ン
プ ラ ン ト 組 立 体 １ １ ８ ４ は 、 釘 組 立 体 １ １ １ ０ お よ び ネ ジ １ １ １ ２ を 含 む 。 ネ ジ １ １ １ ２
は 、 ブ シ ュ １ １ ２ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 １ １ ３ ２ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 適 合 す る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 こ こ で 図 ５ ５ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 、 外 科 手 術 手 順 す な わ ち
外 科 手 術 方 法 １ ２ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 １ ２ ０ ０ は 、 髄 内 釘 を 用 意 す る 第 １
の ス テ ッ プ １ ２ １ ０ を 含 む 。 こ の 釘 は 、 そ の 釘 内 を 通 る 開 口 を 画 定 し て い る 。 こ の 開 口 は
、 中 心 線 を 有 す る 。 開 口 の 中 心 線 は 、 複 数 の 異 な る 平 面 に 調 節 で き る 。 こ の 方 法 １ ２ ０ ０
は 、 釘 を 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る 第 ２ の ス テ ッ プ １ ２ １ ２ を 含 む 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 方 法 １ ２ ０ ０ は 、 長 骨 に 取 り 付 け る た め の ネ ジ を 用 意 す る 第 ３ の ス テ ッ プ １ ２ １ ４ を 含
む 。 こ の ネ ジ は 、 こ の ネ ジ を 釘 に 固 定 し て 取 り 付 け る た め の 第 １ の 位 置 、 お よ び こ の ネ ジ
を 釘 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け る た め の 第 ２ の 位 置 を 有 す る 。 方 法 １ ２ ０ ０ は 、 釘 に 対 し
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て 一 部 を 移 動 さ せ て 、 釘 の 長 さ 方 向 軸 と 開 口 の 長 さ 方 向 軸 と の 間 に 所 与 の 角 度 を な す 第 ４
の ス テ ッ プ １ ２ １ ６ も 含 む 。 方 法 １ ２ ０ ０ は 、 ネ ジ を 釘 の 開 口 内 に 配 置 す る 第 ５ の ス テ ッ
プ １ ２ １ ８ も 含 む 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 こ こ で 図 ５ ６ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 、 長 骨 に 対 し て 外 傷 外 科
手 術 を 行 う た め の 方 法 す な わ ち 外 科 手 術 手 順 １ ３ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、
長 骨 に 取 り 付 け る た め の ネ ジ を 準 備 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の 方 法 １ ３ ０ ０ は 、 長 骨 に 取
り 付 け る た め の ネ ジ を 用 意 す る 第 １ の ス テ ッ プ １ ３ １ ０ を 含 む 。 こ の 方 法 １ ３ ０ ０ は 、 髄
内 釘 を 用 意 す る 第 ２ の ス テ ッ プ １ ３ １ ２ も 含 む 。 こ の 髄 内 釘 は 、 こ の 釘 を 貫 通 し た 開 口 を
画 定 し て い る 。 こ の 開 口 は 、 ネ ジ の 形 状 に ほ ぼ 一 致 し て い る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 釘 に 対 す る 開 口 の 中 心 線 の 向 き は 、 固 定 可 能 に 変 更 す る こ と が で き る 。 こ の 釘 は 、 変 更
可 能 な 中 心 線 の 向 き の う ち 予 め 選 択 さ れ た １ つ に 固 定 で き る 中 心 線 を 備 え る 。 変 更 可 能 な
中 心 線 は 、 複 数 の 一 致 し な い 平 面 を 画 定 す る 。 方 法 １ ３ ０ ０ は 、 釘 を 髄 管 内 に 少 な く と も
部 分 的 に 植 え 込 む 第 ３ の ス テ ッ プ １ ３ １ ４ も 含 む 。 方 法 １ ３ ０ ０ は 、 開 口 を 通 し て 長 骨 内
に ネ ジ を 取 り 付 け る 第 ４ の ス テ ッ プ １ ３ １ ６ も 含 む 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 こ こ で 図 ５ ７ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 が 、 患 者 の 長 骨 に 外 傷 外 科
手 術 を 行 う た め の 方 法 す な わ ち 方 法 １ ４ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 １ ４ ０ ０ は 、
釘 本 体 お よ び ネ ジ 機 能 部 を 含 む 髄 内 釘 組 立 体 を 用 意 す る 第 １ の ス テ ッ プ １ ４ １ ０ を 含 む 。
こ の 釘 は 、 こ の 釘 に 対 し て 複 数 の 向 き に 配 置 で き る 開 口 中 心 線 を 画 定 し て い る ネ ジ 機 能 部
を 含 む 。 開 口 中 心 線 の 複 数 の 向 き は 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 方 法 １ ４ ０ ０ は 、 長 骨 を 露 出 す る た め に 患 者 に 切 開 部 を 形 成 す る 第 ２ の ス テ ッ プ １ ４ １
２ も 含 む 。 方 法 １ ４ ０ ０ は 、 患 者 の 骨 の う ち の １ つ の 形 状 に 関 連 し た 患 者 固 有 の デ ー タ を
得 る 第 ３ の ス テ ッ プ １ ４ １ ４ も 含 む 。 方 法 １ ４ ０ ０ は 、 こ の 患 者 固 有 の デ ー タ に 基 づ い て
、 釘 本 体 に 対 す る ネ ジ 機 能 部 の 適 切 な 角 度 関 係 を 決 定 す る 第 ４ の ス テ ッ プ １ ４ １ ６ も 含 む
。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 方 法 １ ４ ０ ０ は 、 釘 本 体 に 対 し て ネ ジ 機 能 部 の 角 度 位 置 を 設 定 す る た め の 固 定 具 を 用 意
す る 第 ５ の ス テ ッ プ １ ４ １ ８ も 含 む 。 方 法 １ ４ ０ ０ は 、 固 定 具 と 適 切 な 角 度 関 係 で 釘 本 体
に 対 し て ネ ジ 機 能 部 の 角 度 位 置 を 設 定 す る 第 ６ の ス テ ッ プ １ ４ ２ ０ も 含 む 。 方 法 １ ４ ０ ０
は 、 釘 組 立 体 を 患 者 に 植 え 込 む 第 ７ の ス テ ッ プ １ ４ ２ ２ も 含 む 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 本 発 明 お よ び そ の 利 点 を 詳 細 に 記 載 し た が 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 規 定 す る 本 発 明 の
概 念 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 変 更 、 置 換 、 お よ び 代 替 が 可 能 で あ る こ と
を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 （ １ ） 釘 本 体 、 お よ び そ の 釘 本 体 に 対 し て 方 向 付 け 可 能 な ネ ジ を 受 容 す る た め の ネ ジ 機
能 部 を 有 す る 髄 内 釘 と 共 に 使 用 す る た め の 固 定 具 で あ っ て 、 前 記 釘 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能
部 を 方 向 付 け る よ う に 構 成 さ れ た 、 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 と 協 働 す る 第 １ の 部 分 と 、
　 前 記 釘 本 体 と 協 働 す る 第 ２ の 部 分 と 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 と 協 働 す る 第 ３ の 部 分 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 部 分 に 対 し て 複 数 の 位 置 に
配 置 す る こ と が で き る 、 第 ３ の 部 分 と 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 １ の 部 分 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 配 置 す る た め の 第 １ の 釘 本 体 配 置 機
能 部 と 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 ２ の 部 分 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 配 置 す る た め の 第 ２ の 釘 本 体 配 置 機
能 部 と 、
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　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 ３ の 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 配 置 す る た め の ネ ジ 機 能 部 配 置
機 能 部 と 、
　 を 含 む 、 固 定 具 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 第 ３ の 部 分 は 、 前 記 第 １ の 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 の う ち 一 方 に 対 し て 選 択 可 能
に 固 定 し て 配 置 す る こ と が で き る 、 固 定 具 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 第 ３ の 部 分 は 、 前 記 第 １ の 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 の う ち 一 方 に 対 し て 回 転 可 能
に 配 置 す る こ と が で き る 、 固 定 具 。
　 （ ４ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 １ の 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 の う ち 一 方 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 固
定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 固 定 具 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 （ ４ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 固 定 具 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 （ ６ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 第 ３ の 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 固 定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 固 定 具 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 （ ６ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 固 定 具 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 位 置 を 測 定 す る た め の 計 器 、
　 を さ ら に 含 む 、 固 定 具 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 固 定 具 は 、 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 角 度 関 係 を 事 前 に 設 定 す る た め の
事 前 設 定 機 能 部 を 含 む 、 固 定 具 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 固 定 具 に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 配 置 機 能 部 、 お よ び 前 記 ネ ジ 機 能 部 配 置 機 能 部 の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 複
数 の 前 記 釘 お よ び 前 記 ネ ジ を そ れ ぞ れ 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 固 定 具 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 （ １ １ ） 関 節 形 成 術 を 実 施 す る の に 用 い る た め の キ ッ ト に お い て 、
　 髄 管 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 す る た め の 釘 本 体 を 含 む 釘 で あ っ て 、
　 　 前 記 釘 本 体 が 、 前 記 釘 を 貫 通 し た 釘 開 口 を 画 定 す る 第 １ の 内 壁 を 有 し 、
　 　 前 記 釘 本 体 が 、 前 記 釘 本 体 の 長 さ 方 向 軸 を 画 定 し て お り 、
　 　 前 記 釘 が 、 前 記 釘 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ 、 か つ 内 部 に 開 口 を 画 定 し て
い る ネ ジ 機 能 部 を さ ら に 含 み 、
　 　 前 記 開 口 が 、 前 記 開 口 の 長 さ 方 向 軸 を 画 定 し て お り 、
　 　 前 記 ネ ジ 機 能 部 が 、 前 記 開 口 の 前 記 長 さ 方 向 軸 の 複 数 の 位 置 が 複 数 の 異 な る 平 面 を 画
定 す る よ う に 、 前 記 釘 本 体 の 前 記 長 さ 方 向 軸 に 対 し て 複 数 の 角 度 位 置 で 前 記 開 口 の 前 記 長
さ 方 向 軸 を 方 向 付 け る べ く 、 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 釘 と 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 前 記 開 口 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 適 合 す る こ と が で き る ネ ジ と 、
　 固 定 具 で あ っ て 、
　 　 前 記 釘 本 体 と 協 働 す る 釘 本 体 部 分 、
　 　 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 複 数 の 位 置 で 配 置 す る こ と が で き る 、 前 記 ネ ジ 機 能 部 と 協 働
す る ネ ジ 機 能 部 部 分 、
　 　 前 記 固 定 具 の 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 前 記 釘 を 配 置 す る た め の 釘 配 置 機 能 部 、 お よ び
、
　 　 前 記 固 定 具 の 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 配 置 す る た め の ネ ジ 機 能
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部 配 置 機 能 部 、
　 を 含 む 、 固 定 具 と 、
　 を 含 む 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 は 、 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 選 択 可 能 に 固 定 し て 配 置 す る こ と が で
き る 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 は 、 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 回 転 可 能 に 配 置 す る こ と が で き る 、 キ
ッ ト 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 釘 本 体 部 分 に 対 し て 前 記 釘 本 体 を 固 定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 （ １ ４ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 キ ッ ト 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 固 定 具 の 前 記 ネ ジ 機 能 部 部 分 に 対 し て 前 記 ネ ジ 機 能 部 を 固 定 す る た め の 手 段 、
　 を さ ら に 含 む 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ７ ） 実 施 態 様 （ １ ６ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 手 段 は 、 ク ラ ン プ を 含 む 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 位 置 を 測 定 す る た め の 計 器 、
　 を さ ら に 含 む 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 固 定 具 は 、 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 角 度 関 係 を 事 前 に 設 定 す る た め の
事 前 設 定 機 能 部 を 含 む 、 キ ッ ト 。
　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 釘 本 体 配 置 機 能 部 、 お よ び 前 記 ネ ジ 機 能 部 配 置 機 能 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 、 複
数 の 前 記 釘 お よ び 前 記 ネ ジ の そ れ ぞ れ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 キ ッ ト 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 （ ２ １ ） 患 者 の 長 骨 に 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 方 法 に お い て 、
　 釘 本 体 、 お よ び こ の 釘 本 体 に 対 し て 複 数 の 向 き に 配 置 す る こ と が で き る 開 口 中 心 線 を 画
定 す る 開 口 を 画 定 す る ネ ジ 機 能 部 、 を 含 む 髄 内 釘 組 立 体 を 用 意 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前
記 開 口 中 心 線 の 前 記 複 数 の 向 き が 、 複 数 の 異 な る 平 面 を 画 定 す る 、 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 長 骨 を 露 出 す る た め に 前 記 患 者 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 患 者 の 骨 の う ち １ つ の 形 状 に 関 連 し た 患 者 固 有 の デ ー タ を 得 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 患 者 固 有 の デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 適 切 な 角 度 関
係 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 角 度 位 置 を 設 定 す る た め の 固 定 具 を 用 意 す る ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 固 定 具 と 適 切 な 角 度 関 係 で 前 記 釘 本 体 に 対 す る 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 前 記 角 度 位 置 を 設
定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 患 者 に 前 記 釘 組 立 体 を 植 え 込 む ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
　 （ ２ ２ ） 実 施 態 様 （ ２ １ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 前 記 角 度 位 置 を 設 定 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 植 え 込 み ス テ ッ プ の 前
に 行 わ れ る 、 方 法 。
　 （ ２ ３ ） 実 施 態 様 （ ２ １ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 前 記 角 度 位 置 を 設 定 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 植 え 込 み ス テ ッ プ と 同
時 に 行 わ れ る 、 方 法 。
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　 （ ２ ４ ） 実 施 態 様 （ ２ １ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ネ ジ 機 能 部 の 前 記 角 度 位 置 を 設 定 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 切 開 部 形 成 ス テ ッ プ の
前 に 行 わ れ る 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 従 っ た 、 梨 状 筋 入 口 部 （ piriformis entry） に 用 い る た め の
圧 縮 ネ ジ を 備 え た 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 的 な 前 後 図 で あ る 。
【 図 １ Ａ 】 図 １ の 釘 組 立 体 の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 髄 内 釘 の 拡 大 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 髄 内 釘 組 立 体 の 髄 内 釘 の 開 口 の 部 分 拡 大 内 外 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ５ の 釘 の 開 口 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 、 別 の 角 度 移 動 の た め に 面 取 り 部 を 備 え た 開 口
の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 釘 組 立 体 の 髄 内 釘 の 近 位 部 分 の 拡 大 内 外 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ の 釘 組 立 体 の 髄 内 釘 の 近 位 部 分 の 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ の 髄 内 釘 組 立 体 の 近 位 部 分 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ２ の 髄 内 釘 組 立 体 の 固 定 プ ラ グ の 部 分 的 に 断 面 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 固 定 プ ラ グ を 受 容 す る た め の ネ ジ 山 付 き 開 口 を 示 す 図 ２ の 髄 内 釘 組 立 体
の 釘 の 、 部 分 的 に 断 面 を 示 し た 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ２ の 髄 内 釘 組 立 体 の ブ シ ュ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の ブ シ ュ の 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 ２ の 髄 内 釘 の 前 後 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 釘 の 中 間 部 分 の 曲 率 を 示 す 図 １ ３ の 釘 組 立 体 の 内 外 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 釘 組 立 体 の 遠 位 部 分 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 ４ つ の 遠 位 開 口 を 備 え た 髄 内 釘 の 形 態 で あ る 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 を 部
分 的 に 示 す 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 傾 斜 し た 位 置 に あ る ネ ジ を 示 す 図 １ の 髄 内 釘 組 立 体 の 前 後 図 で あ る 。
【 図 １ ７ Ａ 】 遠 位 調 節 ブ シ ュ を 備 え た 釘 組 立 体 の 形 態 で あ る 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の 前 後
図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ の 髄 内 釘 組 立 体 の 遠 位 開 口 で 用 い る た め の 皮 質 ネ ジ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ の 髄 内 釘 組 立 体 の 傾 斜 近 位 開 口 に 用 い る た め の 部 分 的 に ネ ジ が 設 け ら れ て
い る 海 綿 ラ グ ネ ジ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ａ 】 図 １ の 髄 内 釘 組 立 体 の 傾 斜 近 位 開 口 に 用 い る た め の 完 全 に ネ ジ が 設 け ら れ て
い る 海 綿 ラ グ ネ ジ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の ラ グ ネ ジ の ボ ッ ク ス 型 の ネ ジ 山 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ａ 】 本 発 明 の ラ グ ネ ジ の 代 替 構 造 と す る こ と が で き る 標 準 的 な ネ ジ 山 形 状 の ね じ
山 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ｂ 】 本 発 明 の 髄 内 釘 組 立 体 に 用 い る た め の ラ グ ネ ジ の 代 替 構 造 と す る こ と が で き
る Ｖ 型 の ネ ジ 山 の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ｃ 】 本 発 明 の 髄 内 釘 組 立 体 に 用 い る た め の ラ グ ネ ジ の 代 替 構 造 と す る こ と が で き
る 矩 形 の ネ ジ 山 の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ｄ 】 本 発 明 の 髄 内 釘 組 立 体 に 用 い る た め の ラ グ ネ ジ の 代 替 構 造 と す る こ と が で き
る 切 頭 Ｖ 型 の ネ ジ 山 の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ｅ 】 本 発 明 の 髄 内 釘 組 立 体 に 用 い る た め の ラ グ ネ ジ の 代 替 構 造 と す る こ と が で き
る 逆 ボ ッ ク ス 型 の ネ ジ 山 の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ｆ 】 本 発 明 の 髄 内 釘 組 立 体 に 用 い る た め の ラ グ ネ ジ の 代 替 構 造 と す る こ と が で き
る 単 純 な ボ ッ ク ス 型 の ネ ジ 山 の 部 分 図 で あ る 。
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【 図 ２ １ 】 複 数 の 位 置 に あ る ネ ジ を 示 す 図 １ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る
。
【 図 ２ １ Ａ 】 図 ２ １ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ Ｂ 】 図 ２ １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 大 転 子 か ら 小 転 子 の 位 置 に あ る ネ ジ を 示 す 図 １ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分
前 後 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ Ａ 】 大 転 子 を 小 転 子 に 連 結 す る た め に 完 全 に ネ ジ が 設 け ら れ て い る 皮 質 ネ ジ を 備
え た 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 頚 部 の 横 方 向 の 骨 折 を つ な ぐ ネ ジ を 示 す 図 １ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前
後 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 頸 部 の 部 分 的 な 長 さ 方 向 の 骨 折 部 を つ な ぐ ネ ジ を 示 す 図 １ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組
立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 ネ ジ が 遠 位 大 腿 骨 の 横 方 向 に ま っ す ぐ 位 置 す る 逆 方 向 位 置 の 釘 を 示 す 図 １ の 釘
イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 大 腿 骨 を 前 後 図 で 示 す 放 射 線 写 真 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 釘 の ブ シ ュ を 位 置 決 め す る た め の 固 定 具
を 含 む 釘 キ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ Ａ 】 図 ２ ７ の 釘 キ ッ ト の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ７ の 釘 キ ッ ト の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ Ａ 】 図 ２ ７ の 釘 キ ッ ト の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 転 子 髄 内 釘 組 立 体 の 前 後 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 釘 の 中 心 部 分 の 曲 が り を 示 す 図 ２ ９ の 髄 内 釘 組 立 体 の 内 外 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 逆 方 向 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 前 後 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 釘 の ブ シ ュ を 固 定 す る た め の 固 定 プ ラ グ を 示 す 図 ３ １ の 逆 方 向 釘 イ ン プ ラ ン ト
組 立 体 の 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 融 合 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 前 後 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 釘 の ブ シ ュ を 固 定 す る た め の 固 定 プ ラ グ を 示 す 、 図 ３ ３ の 融 合 釘 イ ン プ ラ ン ト
組 立 体 の 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 脛 骨 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る
。
【 図 ３ ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 上 腕 骨 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ
る 。
【 図 ３ ７ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 、 横 エ ン ド キ ャ ッ プ に よ っ て 形 成 さ れ て い る プ
ラ グ を 備 え た 転 子 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 図 ３ ７ の 釘 組 立 体 の 前 後 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ７ の 髄 内 釘 組 立 体 の 横 エ ン ド キ ャ ッ プ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 図 ３ ９ の エ ン ド キ ャ ッ プ と 共 に 使 用 す る た め の 締 め 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 平 行 移 動 す る ブ シ ュ を 備 え た 髄 内 釘 を 示 す 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ
た 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 平 行 移 動 す る ブ シ ュ お よ び 釘 を 示 す 図 ４ １ の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 図 ４ １ の 髄 内 釘 と 共 に 使 用 す る た め の 近 位 固 定 プ ラ グ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 図 ４ １ の 髄 内 釘 と 共 に 使 用 す る た め の 遠 位 固 定 プ ラ グ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 ２ つ の 離 間 し た ブ シ ュ を 備 え た 髄 内 釘 組 立 体 の 形 態 で あ る 本 発 明 の さ ら に 別 の
実 施 形 態 に 従 っ た 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 図 ４ ５ の 髄 内 釘 組 立 体 を 利 用 し た 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 釘 イ ン
プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 頸 部 の 骨 折 お よ び 大 転 子 か ら 小 転 子 の 骨 折 の 両 方 の 修 復 に 用 い る た め の 図 ４ ６
の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 第 １ の 平 面 の 所 定 の 事 前 設 定 位 置 に 設 定 さ れ た ブ シ ュ お よ び 固 定 プ ラ グ を 利 用
し た 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
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【 図 ４ ９ 】 第 ２ の 平 面 に お け る 事 前 設 定 位 置 を 示 す 図 ４ ８ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分
内 外 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 横 方 向 支 持 ク レ ー ド ル を 備 え た ブ シ ュ を 利 用 し た 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態
に 従 っ た 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 図 ４ ８ の 髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 図 ５ ０ の 釘 組 立 体 の 横 方 向 支 持 ク レ ー ド ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 ス ナ ッ プ で 取 り 付 け る ブ シ ュ を 利 用 し た 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た
髄 内 釘 組 立 体 の 部 分 内 外 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 図 ５ ０ の 釘 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 の 部 分 前 後 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 方 法 の 流 れ 図
で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 方 法 の 流 れ 図
で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 外 傷 外 科 手 術 を 行 う た め の 別 の 方 法 の 流
れ 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(36) JP 2007-275573 A 2007.10.25
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